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バッ ド ゴ イ ズ : ザ イオ ン の 凶悪 犯 


ボー イズ ・ イ ン ・ ブ ルー は ユダ ヤ 人 に 奉仕 する 


「Maintenant le Droit」 は 、 大 英 帝 国 の ユダ ヤ 王 冠 に 忠誠 を 約 う ジョ グ ボ ッ ト (ユダ ヤ 人 占領 政府 の ロボ ッ ト ) で ある カ 
ナダ 王立 騎馬 警察 の モッ トー の フラ ンス 語 版 で あり 、「 ブ リティ ッシュ 」 と は 「 契 約 の 子 」 を 意味 し 、 現 在 、 そ の 契約 は 悪 
魔 の 子 ら で ある ユダ ヤ 人 に よっ て 往 奪 され よう と し て いる た め 、 ジ ョ グ ボ ッ ト は ユダ ヤ 人 に 忠実 で あり 、 彼 の あら ゆる 要求 
に 従順 に 従う の で ある 。 


お そら く 彼 ら の 心 の 奥底 で は 、 フ リー メー ソン と その マイ ンド コン トロ ー ル の 精神 病理 に よっ て 良心 を 焼き 付け られ て 

いな い 心 を 持っ て いる 人 々 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 愛犬 の よう に 奴隷 の 首輪 を こす りつ け 、 自 分 た ちの 主人 に 対し て 篤 り を 爆発 させ て 
いる の だ ろう 。 自 分 た ち が 残 忍 な 専制 君主 で ある こと を 知っ て お り 、 ユ ダ ヤ 人 フリ ー メ ー ソ ン の 黒 魔術 師 た ち が 体重 を 計る 
た め に 首 に 巻き 付け て いる 金 の 金 の 鎖 を 手放す 機会 や 意欲 が あれ ば 、 内 心 憎ん で いて 引き 裂く だ ろう 。 


彼ら は 物質 主義 的 な 師 求 、 ゾ ン ビ の ジョ グ ボ ッ ト に な っ た 精神 的 な 暗闇 に まで 落ち 込ん で いま す 。 


彼ら の 忠誠 心 は 、 年 金 と 給料 、 そ し て ユダ ヤ 人 が 買え る 郊外 の ボッ クス ・ パ レス と 猫 と の 黄金 の 絆 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 と と も に 
生き て いる こう し て 彼ら は 、 飼 い 主 を 引き 像 こう と は せ ず 、 犬 小屋 に 飼 わ れ て いる 犬 の よう な も の だ が 、 そ の 黄金 の 食事 で 
満足 し て いる の だ 何 も 考 え ず に 従う こと と 引き 換え に 。 本 当 に 、 中 の 少年 た ち は 

青 は ユダ ヤ 人 に 仕え 、 緑 の 服 を 着 た 少年 た ち も 同 様 に 熱心 で ある 。 彼 ら は 悪魔 の よう な 存在 の 豪華 な 宮殿 を 守る ユダ ヤ 人 
の 犬 で あり 、 彼 ら は 忠誠 心 が 変わ る か 、 手 先 か ら の 裏切り の わずか な 兆候 を 常に 警戒 し て お り 、 そ れ に 応じ て 自分 た ちの 
周り に は スパ イ や スパ イ を 監視 する スパ イ が いま す 。 不 信 感 と 背後 か ら の 刺客 が 複雑 に 組み 合わ さっ た 状態 で 、 最 も 投 獲 

で 冷酷 な 者 が トッ プ に 上 り 詰め 、 競 争 相 手 の 体 を 支配 し ます 。 、 盗賊 協定 


悪 の 環境 の 中 で 、 青 い 服 を 着 た 少年 た ち は 主 人 の 利益 を 守る た め に 活動 し 、 こ の 閉鎖 的 な シス テム の 外側 に いる 人 々 、 
つま り 、 カ バラ の 資源 を 生み 出す 人 介 と し て 利用 され て いる 「 平 民 』J や ルン ペン プロ ー ル を 攻撃 する と 脅迫 し て お り 、 そ の 
権力 は 必然 的 に 陰険 な 手段 に よっ て 強制 され て いる 。 マ イン ドコ ント ロー ル と 区 軒 犯 の 銃口 を 通し て 。 


理解 や 意識 と いう 点 で 社会 の 平均 的 な 人 々 か ら は わずか に 離れ て いる に も か か わら ず 、 警 察 や 軍 は 、 ジ ョ グ ボ ッ ト の 人 
気 集団 を 構成 する 名 も 声 も な き 微 税 農奴 の 集団 か ら は 耐え られ な い ほ ど 離 れ て いる 。 こ の エリ ー ト 主義 の 精神 は 、 古 典 的 
な 条件 付け や その 他 の さま ざま な 形 の プロ パガン ダ や マイ ンド コン トロ ー ル を 通じ て 彼ら に 植え 付け られ て いま す 。 


国内 で 、 あ る い は より 高度 な レベ ル の マイ ンド コン トロ ー ル で 、 ユ ダ ヤ 人 が 逃げ られ る 限り 何で も あり の 「 嘘 だ , 状 
態 (イス ラ エ ル ) で 、 彼 ら を 教化 する た め に 使用 され る モ サ ド 工 作 員 に よる 訓練 。 そ れ は 、 国 際 的 な 査察 機関 や 報道 管制 の 
ベー ル を な ん と か 突破 し た 記者 に よる 調査 の 外 に ある 。 


Machine Translated by Google 


新兵 に 「 国 民 」 よ り も 優れ た 存在 で ある と いう 自己 概念 を 植え 付け る こと は 、 分 断 と 分 離 を 生み 出し 、 そ の 結果 、 警 察 官 を 国民 に 対し て 
スパ イ と し て 位置 づけ 、 国 民 を 監視 する よう 条件 付け る と いう 目的 に 役立つ 。 彼 ら は 牧羊 犬 で ある 壮 の 群れ と し て 。 こ の よう 

に し て 、 民 衆 に 対し て 物理 的 武力 を 行使 で きる 権限 が 与え られ 、 民 衆 が この 武力 の 発動 者 か ら 身 を 守る こと が で き な い と いう こと は 、 
政府 (JOG) を 支配 する 主人 に 対す る 警察 の 忠誠 と 、 自 ら の 血統 に 対す る 警察 の 忠誠 を 示し て いる 。 関 係 - 血 で は な く JOG へ の 上 忠誠 。 


警察 は 自分 た ち が 「 法 」 を 守る と いう 点 で 良い こと を し て いる と 心 の 中 で は いか に も 理解 し て いて も 、 ほ と ん どの 場合 で は な い に せ 
よ 、 多 く の 場 合 、JOG の 法律 が 多く の 場合 に お いて 警察 の 法律 と 一 致し て いな いこ と を 理解 で き て いな い 。 自 然 と 神 法 

も ちろ ん .、 政 権 内 の ユダ ヤ 人 に よっ て 徹底 的 に 腐敗 し て いな い 人 々 。 「 シ ステ ム マ ン 」 で ある 奴隷 を 買い 取り 、 そ の 代金 を 支払 
っ た こと で 、 役 ら は 自国 民 に 対す る 敵 へ の 忠誠 心 を 獲得 し て お り 、 こ れ は 耐え 難い こと で ある 


Ruby Ridge の よう な 場合 に は 、 そ れ 自 体 が アウ ト に な り ま す 。 ウ ェ イ コ : ゴ ー ド ン ・ カ ー ル 。 デ ヴィ ッ ド ・ レ ー ン な ど で は 、 タ ルム ー ド 
法 の カン ガル 法廷 で 「 シ ステ ム マ ン 」 た ち が 、「 人 道 的 」 な 愛 の 秩序 を 装っ た 、 自 分 た ちの 主人 へ の 奉仕 と 圧政 に 対す る す 
べ て の 反対 者 へ の 瑞 意 の た め に 偽証 を 行っ た 場面 。 平 和 と 統一 だ が 、 そ れ は ユダ ヤ 人 至上 主義 の 偽善 的 な 見 せ か け に すぎ な い 。 


血 よ り も お 金 、 白 より も 緑 、 こ れ ら は 緑 と 青 の 服 を 着 た 少年 た ち が 、 同 族 に 対し て 抱く 裏切り 者 の 忠誠 心 だ 。 彼 ら の 訓練 と 教化 に よる 

マイ ンド コン トロ ー ル を 通じ て 、 彼 ら は タル ムー ド 法 、 ノ アハ イド 法 を 施行 する 「 法 執行 官 」 と し て の アイ デン ティ ティ の 基礎 で 

ある 国家 に 束縛 され る よう に な り 、 非 ユダヤ 人 に 対す る ユダ ヤ 人 の 笛 権 と いう 二 層 社会 を 生み 出す こと に な る 。 - 人 種 も 性 別 も 持 

た な い ユ ダ ヤ 人 混合 の ドロ ー ン 労働 者 。 「 エ リー ト 」、 よ り よ く 訓 練 さ れ 、 肉 体 的 に 最上 級 で 精神 的 に 高尚 で ある と いう 自己 概念 が 、 
「 ポ ベル 国民 」 、 特 に 白人 の 貧困 層 に 対し て も た ら さ れ 、 警 察 は ソロ モン 寺院 の 壁 の レン ガ の よう に 作ら れ て いる 。 


古典 的 な 条件 付け 手順 と 、 彼 ら が 彼ら の 遺産 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ 、 人 種 的 親族 に 対し て 持っ て いた か も し れ な い 過 去 の 歴史 と 忠誠 を 
消去 し ます 。 こ うし て 彼ら は 事実 上 の フリ ー メ ー ソ ン と な り 、 バ ベル の 塔 の 建設 者 仲間 と な り 、 世 界 秩 序 に 忠誠 を 匠 う 国際 的 な コス モ ポ 
リタ ン と な る の で ある 。 


ユダ ヤ 人 の 暴君 た ち が 、「 そ れ は 本 当 の 嘘 だ 」( イ スラ エル ) と 言っ て 自分 た ちの 法 の 執行 者 キナ コン トロ ー ル する こと を 訪 頭 に 
置い て いる 手順 は 、 彼 ら の フリ ー メ ー ソ ン へ の 所 属 を さら に 強調 し て いる (エル サレ ム が ユダ ヤ 人 エリ ー ト た ち に よっ て 国連 を 通じ て 
彼ら の 圧 制 の 首都 に な る こと を 意図 し て いる こと を 考え る と 、 ま た 、 世 界 で 最も 重要 な ロッ ジ の 1 つが 「 イ ッ ツ ・ ア ・ ウ ソ 」 に ある と い 
うこ と ) 、 そ し て 若い 新兵 が それ まで に 執着 し て いた 「 ア イデ ン テ ィ テ ィ 」 が 何で あれ 、 彼 ら か ら 切 り 離 され 、 解 雇 さ れる と き に 別 の 
アイ デン ティ ティ が 与え られ る と いう こと だ 。 パ ブロ フ の オー ブン は 、 ユ ダ ヤ 人 の 目的 に か な う よ う に 形 を 変え られ 、 ソ ロモ ン 神 殿 の 

も う 一 つの キュ バス と な っ た 。 


これ が 、a) 世界 中 で 新兵 が 白人 国 (黒人 、 ア ラブ 人 、 中 国人 の 警察 記 な ど ) に ます ます シフ ト さ れ て お り 、 白 人 は 「 必 要 と され 

る 」 国 中 の どこ に で も 再 配 置 さ れ て いる 、 と いう 理由 で も ある 。 つ まり 。 ユ ダ ヤ 人 が 望む 場所 な ら ど こ で も 、 つ まり 祖先 の つなが 
りか ら 可 能 な 限り 遠く 離れ て 、 自 分 た ちの コミ ュ ニ ティ に お ける 正義 の 執行 者 と し て で は な く 、 「 法 の 執行 者 」 と し て の 職務 能力 に 
基づい て 新しい アイ デン ティ ティ に 縛ら れる よう に する 。 そ こ で は 、 法 律 が 自然 法 / 神 法 に 対応 する 場合 に 限り 彼ら の 役割 は 
正当 な も の と な り ま す 。 
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広い 土地 の 周囲 に 人 々 を 移住 させ る こと は まさ に ユダ ヤ 人 が ソビエト 連邦 で 行っ た こと と 同じ で あり 、 こ れ は 共同 体 を 解体 し 、 有 機 的 
に 発達 し た 共同 体 と 人 格 を 国際 的 な 人 種 の な い 「 ソ ビエ ト 人 」 と し て 再 構築 する こと を 目的 と し た スタ ー リ ン の 政策 で あっ た 。 セ 
ックス レス 会 員 

共産 主義 f れ ンタ ー ナ ショ ナル の 。 


歴史 の この 転換 点 に お いて 、 そ の よう な プロ セス は 「 民 主 主 義 」 の 旗 EJ の 下 に 装い 、 当 時 と 同様 に 世界 へ の 光 で ある と 称し て いる が 、 む 
し 2 世界 秩序 の 偽り の 光 で あり 、 灯 台 で ある 。 
岩 に 激突 し 、 難 破 し て ジョ グ 収 容 所 に 取り 残さ れる よう な 錯覚 に 陥る 。 


ジョ グ ボ ッ ト の 新た に 形成 され た 人 格 は 、 彼 の 超 合理 的 な が ダース ・ ベ イダ ー の よう な 意識 を 植え 付け ます 。 

精神 病 質 、 他 人 へ の 配慮 (同情 ) の 欠如 、 後 者 は 人 道 的 傾向 の 外観 を 作り 出す だ け の 冷酷 な 「 共 感 」 に 置き 換え られ ます 。 こ の よう に 、 
ジョ グ ボ ッ ト は 、 金 銭 的 利益 と イン セン ティ ブ 、 つ まり 彼ら を 陰謀 団 に 結び つけ る 黄金 の 鎖 の 影響 に よっ て 発射 され た 、 ユ ダ ヤ 人 の ル 
シフ ァ ー の 型 に 作り 直さ れ ま し た 。 お そら く 、 そ し て お そら く 最 も 可能 性 の 高い 警察 は 、 い くつ か の こと ( 例 麻薬 摘発 .…? 礎 薬 取 

引 を 促進 し な い 限 り .…?) に お いて は 十分 に 正当 で あり 、 脳 が 汚染 され た 政府 を 崇拝 する 大 衆 に 、 警 察 の 地位 が 後者 の 「 安 全 」 の た 

め に 必要 で ある と 説得 する 。 そ し て セキ ュ リ ティ 」。 も ちろ ん 、 そ の よう な 安全 と 安心 は 、 脳 の 汚染 を 除け ば 、 国 民 自 身 が 自ら 

の 執行 者 と な り 、 神 聖なる 至高 の 存在 に 対応 する 法律 を 執行 する こと に よっ て 容易 に 確保 され る だ ろう 。 し か し 、 「 維 持 す る ル ・ ド 
ロワ 」 が 現実 に な る 前 に 、 ま ず バ ビ ロ ン の 圧 制 が 打破 され な けれ ば な り ま せん 。 


権力 の 連邦 化 と 中 央 集権 化 が 進む ほど 、 ユ ダ ヤ 人 に 支配 され る と 腐敗 が 進む 。 こ の よう に し て 、 カ ナダ の RCMP の 秘密 警察 が 、 ソ 連 政 
権 時 代 の よう に 、 馬 術 委員 が 農民 を わき に 押し の け 、 農 民 を 押し の け て いた の と 同じ よう に 、 チ ェ ッ ク と バラ ンス を 持た ず 、 事 実 上 エア ンタ 
ッ チ ャ ブル な や り 方 で 、 国 民 に 対し て 粗暴 な 行動 を と ら な いよ うに 活動 し て いる の が わか る 。 ブ ッ シ ェ ル の 穀物 と 税金 まさ に 
暗黒 時 代 や 、 支 払い を 怠っ た 場合 に 相次ぐ 視 金 を 課せ られ る 際限 の な い 法律 や 条例 の 開発 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 区 加 多 を 使っ て 農民 
を 搾取 し て いる と き と 同 じ だ 。 


現時 点 で は 、 こ の よう な 支払 い の 「 強 制 」 は 、 ス ピー ド 違 反 取 り 締まり や 「 積 極 的 な 取り 締まり 」 の 形 で 行わ れ て いま す 。 

無限 に 複雑 な 規則 体系 と それ に 相関 する 金銭 的 罰則 の 開発 は すべ て 、 高 速 道路 強盗 の 一 般 原則 、 つ まり 「 人 金 か 命 か 」、 と いう 

典型 的 な ユダ ヤ 人 の 性 格 特性 に 従っ て いる 。 刑 務 所 また は 刑務 所 、 社 会 奉仕 犯罪 歴 : 減 点 な だ ど は すべ て 、 大 衆 の 頭上 に 突き つけ ら 
れ 、 「 法 執行 官 」 の 手 に 握ら れ た 梶 棒 で あり 、 そ の 生存 手段 は 主権 者 また は ユダ ヤ 人 の 権力 を 国王 に 証明 する こと に よっ て 得 ら 
れる (ロス チャ イル ド 、 等 。) 。 警 察 記 の アイ デン ティ ティ は 、 こ の ル シ フ ェ リア ン の 情報 源 か ら 発せ られ る すべ て の 法律 の 執 

行 と 結び つい て お り 、 凶 悪 多 は 、 た と え そ れ が 同種 の も の で あっ た と し て も 血 を 欲し が り ま す 。 な ぜ な ら 、 そ の 中 誠心 が マイ ンド コ 
ント ロー ル に よっ て 血 の 記憶 か ら 沸 き 立つ 記憶 に 移さ れ て いる か ら で す 。 ル シフ ァ ー の 力 と 世界 秩序 の 通貨 、 す な わ ち マモ ン と サタ 
ン の シナ ゴー グ の この 世 の 力 。 
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人 間 の 唐 : 警官 


警察 の 役割 は 法律 を 執行 する こと で す 。 以 上 で す 。 有 限 で 誤り を 犯し や すい 人 間 に よ っ て 作ら れ た いか な る 法 も 、 決 し て 神 の 法則 に 近似 
する こと は で きま せん 存在 の 総和 の 構造 。 し た が っ て 、 定 命 の 者 に よっ て 制定 され た すべ て の 法律 は 、 せ い ぜ い 、 彼 ら の 有限 な 意識 を 通 
じ て 媒 介さ れ 、 他 者 に 押し 付け られ た 神 の 意志 の 淡い 反映 に 過ぎ ませ ん 。 こ れ は 必然 的 に 他人 の 自主 性 を 侵害 し ます が 、 そ の よう な 違 
反 以 上 の 行為 

適切 な 「 押 し 付け 」 は 、 そ れ が 神 の 意志 (存在 の 調和 ) と 一 致し 、 少 な いよ り も 大 き な 調 和 を 生み 出す 場合 、 正 義 で ある か 不 公平 で 

ある 可能 性 が あり 、 そ れ が 神 の 意志 と 一 致し な い 場 合 、 そ れ は 「 不 正義 」 で ある と 言え ます 。 


社会 の 法律 は 、 プ ロレ タリ ア 労 働 者 の 無力 な 農奴 カー スト と 、 法 律 に よっ て 何 が 法律 で あり 、 何 が 「 禁 止 」j さ れる か を 決定 する 強力 な 

支配 カー スト と の 間 を 最も 具体 的 な レベ ル で 調停 する 人 々 に よっ て 施行 され る べき で ある 。 「mandated」( 義 務 的 ) お よび 「permited」 
(禁止 も され て も いな い ) 

必須 ) 。 人 間 の 法則 (口語 的 に 「 人 間 」 と 呼ば れる 物理 的 存在 の 法則 ) は 、「 し て は な ら な い 」 と 「 し て は な ら な い 」 と いう 命令 の 

規則 体系 ( 法 ) の 形 で 現れ る 、 人 間 自 身 の 本 質 の 外 振 で ある 。 そ し て 、 プ ロレ タリ ア 農 奴 の 奴隷 階級 と 相互 関係 する 鉄 の か か 

と と し て 機能 する 手先 は 「 警 察 」 と 呼ば れ ま す 。 「 憲 兵 」 な ど 、 法 律 を 制定 する 特定 の 、 有 限 で 誤り や すい 存在 の 「 法 」 を 、 物 理 的 で 

具体 的 な 力 (し た が っ て 鉄 の か か と ) を 介し て 「 施 行 」 す る 義務 を 負う 人 々 。 


し た が っ て 、 警 察 は 本 質 的 に 「 正 義 」 で も 本 質 的 に 「 不 正義 」 で も あり ませ ん が 、 法 の 執行 の 手段 的 な メカ ニズム で す 。 こ れ は 、 法 の 質 が 
その 適切 な 執行 の 正義 か 不正 義 を 決定 し 、 警 察 が 法 を 適切 に 執行 する 場合 の 警察 の 質 も 決定 する こと を 意味 し 、 警 察 の 適切 な 能力 は 、 
執行 の 有無 に 関わ ら ず 法 の 質 に よっ て 決ま る 。 「 法 」 の 行為 は 、 正 義 に 基づい て 行わ れる か 不当 に 行わ れる か に つい て 語ら れる 場合 が 
あり ます 。 


混 池 と し た ポス トモ ダン の 世界 で は 、 法 律 を 作る 者 は 不正 義 で あり 、 し た が っ て 警察 は 不当 な 法 の 施行 に お いて 必然 的 に 不正 義 で な 
けれ ば な ら な い が 、 そ の 法 は その 作成 者 と 政治 的 代 草 者 の 歪ん だ 解釈 に よれ ば 「 正 義 」 で ある と 表現 され て いる 。 メ ディ ア の 中 の 売春 婦 
や 精神 操作 者 た ち は 、 プ ロレ タリ ア 農 奴 の 広範 な 大 衆 の 自ら の 奴隷 化 へ の 同意 を 「 で っ ち 上 げ 」、 今 日 の よう な 専制 政治 を 押し 付け る 標 
準 的 な 口実 で ある 。 


警察 に は 法律 を 執行 する 役割 が あり ます 。 宇 宙 の 法則 / 神 の 意志 に よれ ば 、 ポ スト モダ ン の 法則 は 主 に 「 不 正義 」 で す 。 こ の 法律 は 寄生 

エリ ー ト に 奉仕 し 、 彼 ら が 国民 を 奴隷 化し 搾取 する こと を 可能 に し 、 彼 ら の 額 の 汗 と 彼ら の 所 有する 生命 の 血 を 奴隷 主人 に 貸し 出す こと を 
可能 に し て いる 。 不 当 な 法律 は 、 神 の 意志 か ら 逸 脱し 、 そ れ に 違反 する 限り 、 警 察 の 行動 を 不当 な も の と し ます 。 寄 生 に 関す る 法律 を 施行 
する た め に 国民 に 提供 され る 安全 と 安心 警察 は 、 プ ロレ タリ ア ・ カ ー ス ト が 法 (生存 賃金 と いう 形 で 「 産 業 」、「 公 共 サ ービス 」 

と いう 車輪 に 彼ら を 縛り 付け る 足かせ ) に 反抗 する の を 防ぎ 、 彼 ら を 車輪 に 縛り 付け る た め に 報酬 を も ら っ て いる 。 
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警察 は 寄生 エリ ー ト の 人 間 の 盾 で あり 、「 国 民 」 に 「 奉 仕 し 保護 する 」 と いう 名 目 で 彼ら の 給料 主 の 要求 に 応 
えて いる 。 そ れ は 平均 的 な 日 常 農奴 と の 相互 関係 の 中 で 採用 され る 偽善 的 な 「 奉 仕 と 保護 」 に すぎ な い 。 
今日 の よう な 金 権 政 治 で お 金 を 持っ て いる 人 は 、 誰 が 立ち 上 が る か 、 誰 が 倒れ る か を 決め る ワイ ヤー の 引き 手 
で す 。 し か し 、 奴 隷 化 の 仕組 み と し て お 金 を 利用 し て いる の は ユダ ヤ 人 で す 。 こ れ は 彼ら が 究極 の 権力 者 で あり 
専制 的 な エリ ー ト で ある こと を 意味 し ます 。 


トー ラー と タル ムー ド と いう 人 神 イ デオ ロ ギ ー に 従っ て ユダ ヤ 人 に よっ て 作ら れ た 法律 は 、 彼 ら が 焦 慢 さゆ え 
に 独占 を 主張 する 神 の 意志 の 仲介 者 で ある と 自ら を 想定 し て いま す 。 

青い 服 を 着 た 少年 た ち は ユ ダ ヤ 人 と 暴露 者 に 奉仕 し ます 。 批 評 i あ る い は その 存在 自体 が 気分 を 害する 場 
合 、 ユ ダ ヤ 人 は 嫌がら せ や 人 迫害 だ け で な く 、 警 察 の 手 に よる 破壊 の 標的 に され る 。 


社会 が カリ ユ ガ の 穴 に どん どん 落ち て いき 、 混 乱 が 対数 的 に 増幅 する に つれ て 
この ユダ ヤ 人 は 、 白 人 社会 を 崩壊 させ る 溶媒 と し て 使わ れ た 自由 民主 主義 と いう %J の 「 自 由 」 体 制 の 下 で 、 自 ら 
の 残忍 な 意志 を 暴き 、「 鉄 の 拳 」 を 隠し て いた 子供 の 手袋 を 外し た 。 


彼 は 警察 の 奴隷 を 雇っ て 、 彼 の 世界 支配 の 計画 に 少し で も 反対 する あら ゆる 人 々 に 嫌がら せ や 妨害 行為 を 行っ 
て いま す 。 彼 は 議論 し 、 自 分 を 批判 する 者 た ち に テロ を 課 し 、 言 い 換え れ ば 、 自 分 の 専制 主義 を 強制 する た め に あ 
ら ゆ る 手段 を 使い 、 ほ ぼ 完 全 な 権力 を 手 に 入れ た 今 、 残 り の 白人 を 引き 裂く た め に 凶悪 多 た ち を 悪党 部 隊 と し て 
雇用 し て いる 。 


彼 は 、 す べ て の 生物 の 意識 が 自分 自身 を 求め て いる こと を 基本 的 な レベ ル で 理解 し て いま す 。 

彼 の マイ ンド コン トロ ー ル の 影響 下 に ある 人 々 の 中 に は 、 自 分 より も 自分 自身 を 求め 、 短 期 的 な 私 利 の た 

め に 自分 を 金 主 に 売り 渡し ます 。 彼 ら は 理解 で き て いな い が 、 ユ ダ ヤ 人 が 理解 し て いる の は 、 人 間 の 盾 は ユダ 

ヤ 人 に と っ て 箇 威 で あり 、 し た が っ て 、 人 間 の 盾 を 、 相 対 的 に 欠如 し て いる た め に 、 よ り 簡 単に 制御 で き 、 彼 の 言い 
な り に な る 他 の も の と で きる だ け 早 く 置 き 換 えな けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 力 。 


し た が っ て 、 彼 は 大 量 の 非 白人 、 特 に 仮想 ユダ ヤ 人 と 雑種 の ハイ ブリ ッ ド で あり 、 彼 の キリ スト 教 精神 プロ グラ 
ム の 制御 下 に ある 人 々 を 軍隊 に 徴兵 する 。 こ の 手段 を 通じ て 、 こ れ ら の 人 間 の 盾 は より 効果 的 に 制御 され 、 彼 

は 彼 の 最大 の 宿 散 で ある 人 々 、 特 に アイ デン ティ ティ の 感覚 を 持ち 、 自 分 の 伝統 を 尊重 する 人 々 、 特 に ア 

イデ ン テ ィ テ ィ を 侵害 し て いる が 彼 を 出し 抜く の に 十分 買い 人 々 さえ も 排除 する こと が で きま す 。 た と え 可 能 
性 に お いて の み で あり 、 彼 ら の 伝統 的 な 祖先 の 領土 と 文化 の 権利 を 維持 する た め に 、 彼 は それ を 破壊 し 、 地 球 の 
専制 君主 と し て 彼 自身 に 同化 させ よう と し て いま す 。 
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し た が っ て 、 も し そこ まで 到達 し た ら 、 彼 は 単に 白人 警官 を 後ろ か ら 撃 つか 、 彼 ら 5 に 「 ワ クチ ン 」 を 与え る だ け だ ろう 

権力 を めぐ る 彼 の 競争 を 排除 する 手段 で ある 生物 兵器 が 詰め 込ま れ て いた 。 こ れ が 彼 の 意図 で あり 、 こ の 目的 を 達成 する た 

め の 考 えら れる 手段 で す 。 彼 の 法律 と 彼 の 執行 者 は 、 彼 に と っ て 法律 と 同様 に 一 時 的 な も の に すぎ ませ ん 

その 男 囲 は すでに 白人 社会 の 破壊 の み を 目的 と し て 確立 され て お り 、 一 部 の 人 々 の 場合 、 彼 が 課 そ うと し て いる 彼 自身 

の 意図 する 律 法 や タル ムー ド (ノア ハイ ド 法 ) に 対す る 純粋 に 否定 的 な 対 中 と し て 確立 され て いる 。 

そし て 、 弁 証 法 的 プロ セス を 通じ て 具体 化す る : 白 人 文明 を 消去 する た め の 滞 進 的 衣 壊 プロ セス と し て 左 主義 ( 共 
同体 主義 、 共 産 主義 、 自 由 主義 ) を 生み 出す こと だ が 、 こ の 文明 は 既に ブー ドゥ ー 人 形 そ の も の に ほとん ど 取 っ て 


代わ られ て お り 、 そ こ に 彼 は 自分 の ピン を 差し 込み 続け る と 主張 し て いる 。 の 
社会 の 混乱 。 


警察 で ある 人 間 の 盾 は 、 こ の 混乱 を 永続 させ る た め の 彼 の 道具 で あり 、 人 々 を 抑圧 し 、 白 人 民族 の 大 量 虐殺 
を 促進 する た め に 国民 に 押し 付け られ て お り 、 そ の 後 は 警察 自体 が 彼 の 弁証法 に お ける 時 代 遅 れ の 道 

具 と し て 破壊 され る だ ろう 。 彼 ら は 自己 保存 の 意識 を 持っ て お り 、 自 分 た ちの 将来 が 自分 た ちの 種族 の 未来 
と 結び つい て いる こと を 認識 し な けれ ば な ら ず 、 も し 彼ら が 主人 に 反抗 する 行動 を と ら な けれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 
攻撃 され た と き に 炎 の 中 に 投げ 込ま れる こと に な る だ ろう 。 

も う 人 間 の 盾 と し て それ ら を 必要 と し ませ ん 。 


暗殺 
隊 謀 団 の メン バー が 名 誉 の な い 泥 棒 の 巣窟 で ある と いう 陰謀 団 の 極悪 非道 な 性 質 を 考慮 する と 、 邪 悪 な 秘密 結社 の 内 外 で その 儀礼 を 
妨害 する 者 た ちの 排除 に 頼ら な けれ ば な ら な いこ と が 多い の は 当然 で す 。 「 死 人 に は 物語 は 語ら な い 」 の で 、 メ ン バ ー の 誰か 
が 不正 行為 を し た り 、 部 外 者 が 独自 の 「 知 る 必要 が ある 」 内 部 知識 に 遭遇 し た りす る と 、 内 な る 聖域 の 「 神 聖 さ 」 を 侵害 し た 者 は 暗殺 者 
の 袋 を 通し て 送り 込ま れる 。 ト リッ ク の 。 毒 銃弾 な ど 。 


民衆 の 間 で 権力 が より 分 散 さ れ て いる と 言わ れ て いる 今日 の オー プン で 参加 型 の 社会 に お いて 、 カ バー ル の 絶対 主義 を 脅かす 秘密 を 
メン バー が 暴露 し て も 白 日 の 下 に さら され る 可能 性 が ある 場合 カバ ー ル は その 活動 を 陳 さ な けれ ば な ら な か っ た 。 


し た が っ て 、 そ れ は 慈悲 深い 影響 力 を 装い 、 こ の 影響 力 を 通じ て 次 の よう な ふり を し な けれ ば な り ま せん 。 
援助 を 提供 し な が ら 、 実 際 に は 国民 全体 や 国家 に 対す る 大 量 虐殺 を 引き 起こ し 、 麻 業 (医薬品) を 使っ て 反 体 制 派 を 秘密 裏 に 消し 
去っ て いる 。 代 表 的 な ワク チン 等 
生命 の 泉 の よう に 見 えま す が 、 実 際 に は 死 の 泉 で す 。 


今日 の 精神 科 医 お よび 「 メ ンタ ル ヘ ルス . 科 事 者 は 、 陰 謀 団 の 命令 (共産 党 の 綱領 、 シ オン の 長老 た ちの 議定書 、 


な ど ) お よび 「 依 頼 人 」 ま た は 囚人 の 側 (現代 社会 の 一 般 的 な 道徳 的 教義 に 対す る 過去 の 「 違 反 」 に 対し て 経済 的 動機 や 法 的 手 
段 の 脅 し な ど を 通じ て 関係 する すべ て の 人 ) の 自己 調整 の 失敗 ソロ モン の 壁 の も うー つの レン ガ の よう に 


その 後 、 寺 院 は 、 警 察 国家 に よる 報復 の 暗黙 の 脅迫 や 経済 的 利益 ( 例 : 福 利 厚生 、 住 宅 補助 金 な ど ) の 和 剥 稚 な ど を 通じ て 、 さ ら に 自由 
を 制限 され る こと に な る 。 
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「 依 頼 人 」 が 陰謀 団 へ の 反対 を 続け た 場合 、 陰 謀 団 が リス ク に 十分 値する と みな し た 場合 、「 精 神 疾患 J の レッ テル を 貼 
られ 、 野 菜 の よ うな 野菜 に な る まで 強制 投薬 され る 。 
フラ ン シ ス ・ フ ァ ー マ ー の 場合 な ど 。 


し た が っ て 、 こ の 形式 の 秘密 の 偽善 で は 、 暗 殺 は 、 実 際 に 「 暴 力 的 」 で ある か 「 暴 力 を 扇動 し て いる 」 か 、 あ る い は 単に 社会 
の 問題 を 明確 に 表現 し て いる か に か か わら ず 、 潜 在 的 また は 実際 の 反 体制 派 を 排除 する た め に 機能 し 、 こ こ で の 

「 暴 力 的 」 と は 、 陰 謀 団 の 圧 制 に 違反 し 、 ソ ロモ ン の 柱 を 弱体 化 さ せる も の を 意味 し ます 不 健 全 な 建築 物 に 亀 八 を 生じ さ 
せ 、 寺 院 を 破壊 し ます 。 


警察 国家 は 、 服 従 を 強制 する た め に 「 ゴ イム 」 を 永遠 に 監視 する 永遠 の 存在 で ある 。 

し か し 、 警 察 国家 の 工作 員 は 警察 だ け 、 あ る い は 警察 だ け を 指す の で は な く 、 む し ろ 共 産 党 ま た は 「 党 」 と 呼ぶ の が 適 
切 で ある が 、 現 時 点 で は マル クス 主義 弁 証 法 の 滞 進 主義 に 従っ て 活動 し て いる 国家 官僚 組織 全体 で ある 。 「 人 道 」 
な ど を 装っ て 秘密 裏 に 。 


スク ー ル バス の 運転 手 や 踏切 警備 只 か ら 「 小 児 性 愛 者 予備 軍 」 と し て 人 々 を 無 作為 に 監視 する ソー シャ ル ワ 

ー カ ー や 警備 貞 、 消 防 士 な ど に 至る まで 、 全 員 が 徴兵 され た スパ イ で あり 、 そ の アイ デン ティティ は 国家 と 結び つい て お 
り 、 国 家 に よっ て 条件 付け され て いる 。 共 産 主義 マニ フェ スト の 計画 と 、 雑 種 化 と 白人 虐殺 と いう 「 多 宗教 主義 」 の 計画 
を 強制 する た め の 「 教 化 」/ 学 校 シ ステ ム 。 


これ ら は すべ て 、 反 体制 派 、「 憎 悪者 」、「 麻 薬 密売 人 」、 ま た は 「 小 児 性 愛 者 」 の 疑い が ある 聖 像 破壊 者 に つい て 秘密 警 
察 に 情報 を 提供 する の に 役立ち ます 。 た と えば 、 学 校 の 前 を 通り 過ぎ た り 、 友 好 的 な 挨拶 を 拒否 し た り し た 場合 で す 。 非 白 
人 を 見 て 、 自 分 自身 を 寝取ら れ た 白い カポ ン 、 去 勢 さ れ た マン ギー ナ と し て 操作 する こと を 許可 し ます 。 


この スパ イ 集 団 は ネッ ト 、 警 察 国家 の 麻薬 網 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 メデ ィ ア に よっ て 洗脳 され て いる 。 
「 公 の 権威 j や 生 の 権力 の 前 で うず くま っ て 、 そ れ に 属す る こと で 自尊 心 を 誇張 し よう と し ます 。 


し た が っ て 、 そ れ ら は 、 人 陰謀 団 に 連れ て こら れ た 反 体 制 派 を 捕らえ 、 マ イン ドコ ント ロー ル と 失敗 の 火 の 中 で 完璧 な 切石 ま 
た は 「 キ ュ バ ス 」 に 「 成 形 」 す る こと を 可能 に する 道具 で あり 、 記 録 さ れ 、 カ イン の マー ク が 与え られ 、 キ ャ スト され ます 。 陰 
斉 団 の 母体 を 構成 する リベラ ル な 社会 民主 主義 社会 の 「 楽 園 」( 実 際 に は 地獄 ) か ら 、 彼 ら は 電磁 囲い の 中 で 羊 を 飼う 人 
形 使 いで ある 。 


十分 な 脅威 と みな され た 反 体 制 派 は 、 秘 密 工作 や 課 報 機関 、 警 察 職 員 に よる 銃弾 の いずれ か に よっ て 抹殺 され る か 、 精 
神 病棟 に 投獄 され て 「 フ ァ ル メイ ア 」 (ギリシャ 語 で 「 黒 魔術 」 を 意味 する ) に よっ て 野菜 に され る 。 そ れ は 、 黒 魔術 師 の 薬 
剤 師 の 有害 な 唱 覚 で あり 、 生 理学 的 プロ セス の 倒錯 的 な 改変 に よる 精神 破壊 薬 に すず ませ ん 。 
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も ちろ ん 、 こ の 極悪 非道 な 化学 者 た ち は 、 ひ と た び 反 体制 派 が 公 の 場 か ら 隔離 され れ ば 、 次 の 手段 に 頼る こと が で きま す 。 

酸 な どの さら に 那 悪 な 薬物 へ 。 粒 子 ビ ー ム 兵器 。 彼 ら は 脳 を 破壊 する た め に それ を 使用 し ます 

組織 な ど や ロボ トミ ー 手 術 、 電 気 シ ョ ッ ク な ど を 公 に 行う これ ら の 拉 問 的 破壊 器具 は 違法 で ある と 考え られ て お り 、 そ れ ら は ほぼ 確実 
に 秘密 の 地下 研究 所 、 つ まり 公衆 の 目 か ら 外れ た と いう 意味 で 地下 で 使用 され て いる 。 


し た が っ て 、 暗 殺 は 常に 陰謀 団 の 手段 で あり 、 彼 ら は 陰謀 団 の メン バー で ある 人 間 集 団 で ある 「 ゴ イム , 側 の シス テム か ら の 離 
脱 を 防ぐ た め に 、 了 邪悪 な 陰謀 を 確実 に 隠蔽 する た め に 手段 を 選ば な い 。 彼 ら は 愛着 を 持っ て お り 、 役 ら は 彼ら の 人 生 の 血 を そこ か ら 得 て 
いま す 。 


誰 の ルー ル で 遊ぶ ? 


この 制度 (J0G= ニ ユダ ヤ 人 占領 政府 ) は 、 そ の 農奴 が 自ら が 作り 出す 終わ り の な い 規 則 に 従っ て 行動 する こと を 主張 し て いる 。 つ ま 

り 、 面 倒 な 義務 、 許 可 (さら に 多く の 義務 、 例 えば 料金 な ど を 課す こと 、 そ し て 制限 や 資格 自体 が 規則 に 従う こと ) の 永続 的 な 生成 で ある 。 
独裁 的 エリ ー ト の 気まぐれ 、 彼 ら は まだ 卑 居 さ に よっ て 、 あ る い は 大 義 の 混乱 に よっ て 特定 する 能力 を 持っ て いな か っ た だ ろう し 、 弁 証 法 
的 な すり 替え や スケ ー プ ゴー ト に よっ て 下位 大 義 、 例 えば イス ラム 教 や 自由 主義 な ど が 大 義 の 代わ り に 焦点 に な る こと ユダ ヤ 人 至上 主 
義 そ の も の は 、 本 人 た ち が 認 め て いる よう に 、 ユ ダ ヤ 人 と 呼ば れる 生物 学 的 実体 の 別個 の 識別 可能 な グル ー プ に 遡る こと が で きる ) 。 


これ ら の 無限 の ルー ル 。 規 則 : 様 相 論 理 か ら 導 き 出さ れる 許可 と 禁止 は 、 論 理 と ルシファー を 構成 し 、「 ゴ イム 」 の レベ ル に 追い や られ た 
すべ て の 人 々 に 対す る ユダ ヤ 人 に よる 全体 主義 的 な 人 間 と 神 の 支配 を 構成 し ます 。 ル ー ル は 、 彼 ら の 父 で ある ルシファー の 地上 的 な 
表現 で ある ユダ ヤ 人 の 集合 意識 か ら 放射 され る よう な 神 を 通し て も た ら さ れる 、 虚 無 か ら の 創造 的 行為 で ある と 仮定 され て いま す 。 こ れ 
ら の 法律 な ど は 、 ユ ダ ヤ 人 が 支配 する (そし て ユダ ヤ 人 が 支配 する アカ ドウ ゥ ン ビ ア の 空 油 も ) メ ディ ア の 中 で 、 あ た か も これ ら の 法律 

に 対す る 単なる 疑問 が その 規定 の お か げ で 冒 流 的 な 行為 で ある か の よう に 崇高 で 崇高 な 道徳 性 の 光 を 帯び る よう に な る 。 自 分 
自身 を 人 類 の すべ て で あり 、 す べ て の 終 駐 で ある と 称賛 する 自己 神格 化 さ れ た ユダ ヤ 人 至上 主義 者 の 意志 に 対す る 異議 申し 立て ( タ 
ルム ー ド の 宗教 哲学 、 つ まり 神 と な る 人 間 の 教え に 従っ て 、 自 分 自身 を 地球 上 で 唯一 の 人 間 と みな し て いる ) 。 し た が っ て 、 コ ユダ ヤ 人 

の 法律 に 異議 を 唱え る こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の 世界 秩序 に お ける 神 の 創造 に 疑問 呈す る こと に な る 。 


目 。 


ユダ ヤ 人 ギャ ング や 彼ら が 構成 する 政府 系 マフ ィ ア に よっ て 訟 意 的 に 発明 され た ルー ル は 、 そ の 逸脱 し た 内 容 に よっ て ソ ド ミ ー 

を 可能 に する も の で ある 。 小 児 性 愛 : 人 種 混合 の 異物 混入 

神 に よっ て 創造 され た 種子 系 統 、 さ ま ざ ま な 種類 の 倒錯 的 な 融合 体 。 ユ ダ ヤ 人 の 法律 は すべ て 反 キ リス ト の も の で あり 、 反 キリ スト 教 
的 で ある と 仮定 する と 、 そ の よう な 法律 を 遵守 する 人 々 は 反 キ リス ト に 奉仕 し 、 し た が っ て 悪魔 主義 者 で ある の に 対し 、 反 逆 者 に 対す 
る 反逆 者 で ある 人 々 (ユダ ヤ 人 版 ) と いう 前 提 か ら 帰 結 し ます 。 ル シフ ァ ー の ) は 、 正 義 の 真っ 直ぐ で 狭い 道 を 堅持 する 人 々 で あり 、 し た 
が っ て 法 の 真 の 擁護 者 で す 。 
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さら に 、 ユ ダ ヤ 人 の 法律 が 神 の 法律 に 反し て いる こと を 考え る と 、 そ れ ら の 法律 は 霊 的 な 領域 や 次 元 で は 何 の 効 力も 効果 も な く 、 法 典 や 
法律 書 の 中 で 並 置 され 、 強 制 さ れる こと が で きる 単なる 次 意 的 な 命令 に すぎ な いと いう こと に な り ま す 。 幅 広い 大 衆 に 向け た カ 
バー と し て 機能 し ます 。 
専制 君主 た ちの 次 意 的 で 気まぐれ な 意志 。 し た が っ て 、 専 制 君主 と みな され る た め に は 、 専 制 君 主 の 規則 に 従っ て 行動 する こと に な る 。 
「 善 良 な 市 民 」 は 、 専 制 主 義 の も う 一 人 の 市 民 を 、 す くい スナ ッ ク の た め に 主人 の 意志 に 奴隷 の よう に 従属 する 市 民 奴隷 に し て い 
る 


「 何 か を し て くだ さい ! 」 


JOG (ユダ ヤ 人 占領 政府 ) シ ステ ム の 工作 員 た ち は 絶 え ず 試み を 続け て いる 

純朴 な 若者 に 「 何 か を し て みよ う ! 」 と 勇気 づけ る た め に 。 こ れ は 、 リ アル タイ ム で の み 実 行 さ れ た ティ モ シ ー・ マ クベ イ 風 の 超 
能力 者 の 行動 に 不可 解 に 変換 され ます 。 こ れ は ユダ ヤ 人 と その 取り 巻き に と っ て 、 製 粉 所 の 飼料 と な り 、「 オ イ ! オ イ ! オ イ ! 二 度 と 
来 な い ! 」 と いう 悲痛 な 叫び 声 を 上 げ る こと が で きる の で 、 と て も 気に入る は ず だ 。 

二度と し な い ! 」 と 、 異 性 愛 者 、 白 人 、 男 性 で は な いす べ て の 人 々 を 、 異 性 愛 者 の 白人 お よび 男性 で ある すべ て の 犠牲 者 と し て 描き 、 こ うし 
て 悪 役 対 被 害 者 の ダイ ナミ ッ ク な 関係 を 生み 出し 、 「 道 徳 」 に 従っ て 自分 た ち が 正 当 で ある と 表現 し ます 。 侵 略 者 に 対す る 自己 防 

衛 。 


この 文脈 に お いて 、 強 力 な 敵 に 対し て 「 何 と か し ろ ! 」 と いう 言葉 は 、 そ の 人 が 代表 し て いる と 主張 する 集団 が 、 こ の 必死 の 手段 

を 正当 化す る ほど 絶望 的 な 状況 に な い 場 合 に の み 意 味 を な すこ と に な る 。 時 が 来れ ば 、 そ れ は 、 そ の 人 自身 が 特定 の 場所 で 明白 

に 感じ られ る 極度 の 混乱 の た だ 中 に ある だ け で あり 、 そ の 混乱 は 、 地 上 の 視点 か ら 観察 する こと が で き 、CB 無線 や その 他 の 通信 手段 
を 介し て 、 異 な る 地域 の 他 の 人 々 と 相互 参照 する こと が で きま す 。 食 料 と 避難 所 が 容易 に 入手 で き 、 カ メラ 、 ド ロー ン 、 警 察 に に よる スパ イ 
網 全 体 が 確立 され て いる 時 代 に 、「 何 か を し な さい ! 」 


へ リコ プター が 24 時 間 操 縦 し て 国民 を 監視 する の は 愚か な 試み だ ろう 。 


も し その よう な 行動 方 針 を 熟考 する な ら 、 物 事 を その 結果 に よっ て 判断 すべ き で ある 。 「 何 か を し な さい ! 」 と いう こと が 個人 に 
と っ て 全体 的 に 有害 で は な く 、 全 体 的 に 有益 で ある か どう か の 結果 に よっ て 、 全 体 的 に 14 の 単語 に 関連 し て 調整 され 、23 の 単語 に 
従う よう に 調整 され ます 。 人 種 は 最高 の 美徳 で あり 、 白 人 種 に と っ て 悪い こと は 究極 の 罪 で ある 。」 


お そら く 犯 罪 と な り 、JOG の 監視 に さら され る 可能 性 の ある こと を 行う こと 

これ は 、 「 絶 望 的 な 時 代 に は 絶望 的 な 手段 が 必要 」 で あり 、 個 人 と し て 生き る か が 死ぬ か の 結果 が 全体 的 に 悪い より も 良い 場合 に の 
み 推 奨 され ます 。 要 因 の 観点 か ら す べ て の こと が 考慮 され ます 。 因 困 関 係 。 タ ー ゲ ッ ト の 重要 性 。 証 明 可能 な 結果 と し て 、 自 分 自身 が 
被る 損害 と コス ト 。 し た が っ て 、 人 は 自分 の すべ て の 行動 を 熟慮 し 、 そ れ に 従わ な けれ ば な り ま せん 


そし て 、「 何 か を する ! 」 と 決め る 前 の 厳格 な 費用 便益 分 析 で ある プル ー デ ンス 計算 に 対す る 提案 され た 行動 方 針 に 関連 する 省略 。 


個人 の 状況 と 個人 自身 が 行動 方 針 を 決定 し ます 。 
行動 を 控え る こと 。 思 慮 深く 慎重 か づつ 勇気 ある 行動 を し 、 ア リス ト テ レス の 格言 を 遵守 する こと 。「 人 間 は 目標 と それ を 達成 する た め 
の 手段 を 持っ て いる と き 、 す ぐに 行動 する 」 (イグ ノラ ティ オ : エ レン コス 、 「 旅 弁 的 反 上 に つい て 」) 。 
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「 何 か を し な さい ! 」 - は い 、 し か し 、 愚 か な こと や その 場 の 熱意 で 行う の で は な く 、 賢 明 で 効果 的 な こと 
を し て くだ さい 。 さ も な けれ ば 、 人 は イカ ラス の コー ス に 従い 、 自 分 の 行動 の 結果 に つい て アド バイ ス し た 賢 
者 を 無視 し て 空 か ら 落 ち ま す 。 彼 が 細 で 太陽 に 向かっ て 飛 ぼ うと し た と き 
問 の 塊 が 太陽 の 熱 で 下 の ゴ ツ ゴ ツ と し た 岩の上 に 落ち た 。 


安全 性 と 保安 


ポス トモ ダン 社会 の 信条 の 一 つ は 「 安 全 と 安心 」 で ある 。 こ の フレ ー ズ は 、 国 家 と その 付属 機関 で ある 警察 、 
軍 、 民 間 の 治安 部 隊 が 国家 保護 主義 の メッ セー ジ を 伝え る こと を 意図 し た も の で あり 、 国 家 保 護 主義 の メ 

ッ セ ー ジ を 伝え る も の で ある 。 プ ロレ タリ ア の 税金 奴隷 の 世話 人 で あり 、 そ れ に よっ て 彼ら の 存在 は 継続 で き 
る よう に な り ま す 。 


も ちろ ん 、 こ の 「 安 全 」 の 提供 は 、 パ ノ プ ティ コン 形式 の 屋外 刑務 所 で すべ て の 構成 員 が 観察 され 、 監 視 さ 

れ て いる スパ イ 社 会 と 全体 主義 的 な 乳母 国家 が 安全 の 保証 人 と し て 機能 する よう に 、 安 全 と 因果 関係 が ある 
と 主張 し て いま す ., 機 械 の 個々 の 歯車 。 こ の 価格 で の 安全 性 は 、 あ る 程度 の 身体 的 安全 を 保証 する か も し れ ま せ 
ん が 、 そ の コス ト は 、 心 理 的 健康 や プラ イバシー と 自己 決定 の 自由 に 対す る 利益 を 上 回 り ま す 。 


実際 、 同 胞 を 牽制 し 、 生 活 の あら ゆる 面 に 侵入 する 乳母 国家 の 穫 権 を 抑制 する た め に 武力 を 使っ て 自分 自身 と 
地域 社会 の 安全 を 確保 する こと は 法 的 に 禁じ られ て いる 。 こ こ で の 安全 は 自由 と の バラ ンス が と れ て 
お ら ず 、 む し ろ 自 由 を 否定 する 拘束 衣 で ある 。 乳 母国 家 と その 工作 員 は 、「 ヘ イト スピ ー チ 」 や 出版 物 の 暗 
黙 の 検 半 な どの ば か ば か し い 法 律 を 通じ て 、 メ ディ ア か ら 書 籍 出版 社 、 イ ンタ ーネット 、 い わ ゆ る 教育 機 
関 に 至る まで の あら ゆる 情報 機関 の 独占 管理 を 通じ て 国民 の 心 を 侵害 し て いる 。 


彼ら は 、 安 全 の 確保 を 装っ て いわ ゆる 「 安 全 」 を 提供 し 、 統 計 が 証明 し て いる よう に 、 国 家 権力 に よる 専制 下 
治 以外 の 何 物 も 提供 する こと に 成功 し て お り 、 市 民 が 非武装 の 地域 で は より 多く の 犯罪 が 存在 し 、 し 

た が っ て 法律 を まっ た く 気 に し な い 犯 罪 者 の 格好 の 標的 と な っ て いる 。 彼 ら は 犯罪 者 で あり 、 も ちろ ん 畜産 場 
で の 順番 を 受け 取る 手段 と し て 権力 の あら ゆる 命令 の あら ゆる 条文 や 称号 に 従う 「 和 善良 な 市 民 の 羊 」 と 

は 敵対 関係 に ある 。 


し た が っ て 、「 安 全 」 と は 単に 国民 が 警察 国家 に よっ て 自己 防衛 を 制限 され て いる た め 実際 に 犯罪 分 子 の 武 
力 に 対抗 する た め に 必要 な 相当 レベ ル の 武力 を 行使 する こと で 犯罪 者 と みな され る た め 、 安 全 で ある と いう 
幻想 を 意味 する に すぎ な い 。 実 際 の 対立 の 中 で 、 あ る い は それ に 対す る 手段 を 持っ て いる 彼ら の 日 常 生 活 の 中 
で の 可能 性 。 身 を 守る た め に 銃 を 携行 し て いる 。 
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国民 が 安全 を 確保 する た め に は 、 民 族 的 に 均質 な グル ー プ か ら 構 成 さ れる 社会 で 暮 ら さ な けれ ば な ら な 

いた め 、 多 文化 乳母 国家 体制 下 の 警察 国家 は 、 白 人 が 同じ よう な 環境 で 暮らし た いと いう 願望 を 表現 する こと を 犯罪 化 
する こと さえ 禁じ て いる 。 こ の 地域 は 白人 だ け で 非 白人 侵入 者 を 排除 する も の で 、 乳 母国 家 は 彼ら に 銃口 を 突き つけ て 
押し 付け 、 そ れ に よっ て 彼ら の 結社 の 自由 を 否定 し 、 安 全 を 装っ て 彼ら が 押し 付け る 非 白人 の 野 さ の る つぼ を 

通じ て 危険 な 状況 を 生み 出し て いる 。 人 々 は 、 


治安 部 隊 を 通じ て 安全 を 強制 すれ ば 、 他 者 を 排除 する こと で 自ら の 人 口 統計 上 の 均一 性 を 強制 で きる と い 
う 主張 。 


安全 を 確保 する 手段 と し て セキ ュ リ ティ を 使用 する と いう 主張 が 事実 に よっ て 反骨 され て いる と する と 、 警 察 

国家 機構 は どの よう な 目的 で 存在 する の か と いう 疑問 が 間 わ れ な けれ ば な り ま せん 。 Qui bono、 こ れ は 尋 

ね る べき 質問 で あり 、 答 え は 次 の と お り で す 。 金 持ち で 裕福 な 人 々 、 特 に ユダ ヤ 人 は 常に 排他 的 な 地域 (彼ら の シュ テ 
トル ) に 住み 、 彼 ら の 独占 に よっ て 他 の 人 々 を 締め 出し ます 。 

不動 産 の マー カー と 、 白 人 社会 の 白い ピケ ッ ト フ ェ ン ス の どこ に 非 白人 犯罪 者 が 大 量 の 廃棄 物 の よう に 置か れる か に 
つい て の ゾー ニン グ と 意思 決定 を 通じ た 国家 の 管理 で ある 。 こ の 白い ピケ ッ ト フ ェ ン ス は 、 ユ ダ ヤ 人 の 訟 意 的 な 法定 主 
義 に よっ て 、「 包 容 性 」 や 「 統 合 」、 そ し て 一 般 の 心 の 中 で 「 善 」 と 結び 付け られ て いる その 他 の 漢 然 と し た 無 意 味 な 
感情 的 な 用 語 の 名 の 下 に 、 ブ ルド ー ザ ー で 取り 壊さ れ た 。 古 典 的 条件 付け を 通じ て 、 


情報 機関 に よっ て 配布 され る プロ パガン ダ 。 


「 安 全 」 は 、 精 神 異常 な 自己 中 心 主義 で 、 他 の すべ て の 人 を プロ レタ リア の ウン ター メン シェ ン と し て 奴隷 
の 穴 に 送り 込み 、 彼 ら の 祖先 が 創 告 し た 乳 と 蜂蜜 の 土地 へ の アク セス を 偏見 的 に 制限 する 、 少 数 の 特権 的 な ユ 
ダ ヤ 人 お よび その ショ ボ ・ ゴ イム に と っ て 必要 で ある 。 こ の 寄生 虫 の 喜 頭 制 は 、 緑 故 主 義 、 隙 級 主 義 、 そ し て 警察 国 
家 を 通じ た その 執行 に よっ て 自ら 独占 し 、 安 全 の 美徳 を 授け て いる ふり を し な が ら 、 同 時 に スパ イ や 体制 の 圧 制 の 執 
行者 と し て の 役割 を 果たし て きま し た 。 


制度 の 文脈 の 中 で 行い 、 自 ら も 穴 頭 政治 に よっ て 管理 され る 動産 奴隷 と し て その 溝 の 中 で 働き 、 よ り 大 き な 身 体 的 力 、 
つま り 拘 禁 の 力 を 与え られ る こと に よっ て の のみ の 平均 的 な 奴隷 より も 高め られ る 。 逮 捕 : そ し て 、 そ の 機能 の パラ メー タ 
ー と 、 そ れ が 加 避 で きる 男 囲 お よび / ま た は 論 頭 政治 に 奉仕 で きる 男 囲 内 で の 実行 。 


治安 部 隊 は パラ サイ ト の 主人 に 仕え 、 敵 対 関係 に ある 彼ら の 部 下 を 強制 的 に 奴隷 化し て いる 。 嘉 頭 政治 家 た ち は 、 自 
分 た ちの 起 誠心 を 確 代 す る た め に 、 攻 撃 大 に 十分 な 餌 を 与え 、 適 切な 礼儀 を も っ て 扱う 必要 性 を 理解 し て いる 。 


利益 の 喜び の 規模 が 苦痛 や 損失 の 規模 を 上 回 る 場合 彼ら は 最終 的 に 主人 を 敵 に 回 すか も し れ ま せん 。 彼 ら の 忠誠 
心 を さら に 高め る た め に 、 彼 ら は あら ゆる 種類 の イベ ント を 作成 し ます 。 犬 に 記章 や 高級 クラ ブ を 与え る こと で 、 大 
が 社会 経済 的 機能 に 基づい て 見 下さ れ 評 価 さ れる 一 般 大 衆 (「 市 民 」 と 呼ば れる ) に 対し て 優越 感 を 感じ る 

こと が で きる よう に する た めで ある 。 単 な る 無効 すべ て の 価値 は 国家 に 固有 で あり 、 国 家 に よっ て 付与 され る た め 、 
その アイ デン ティ ティ は 重要 で は な い 「 個 人 」。 
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最 下 層 の カー スト 、 特 に 白人 人 口 は 、 こ の 上 位 カ ー ス ト の 人 々 、 特 に 彼ら を 穴 に 投げ 込ん だ 白人 を 敵 と みな 

、 警 察 国家 機構 を 屋外 の 看守 の 幹部 に すぎ な いと 正当 に 見 な し て いる 。 社 会 の プリ オン 。 昼 夜 を 問わ ず 監 視 
され 、 ス パイ され る こと は 、 奴 隷 的 な 精神 状態 を 生み 出す だ け で な く 、 自 分 が 犯罪 者 で ある と いう 感覚 を 生み 
出し 、 こ の レベ ル の 社会 を 占め る 人 々 は 、 社 会 を 自分 自身 の 敵 と みな さ ず に は いら れ ま せん 。」 ダ イブ <・ エ <: パウ 
パー・ イ ニ ミ チ ! 」 (金持ち と 貧乏 人 は 敵 だ ) か つて ロー マ の 哲学 者 が 言っ た よう に 。 


ユダ ヤ 人 に よっ て 富裕 層 と 貧困 層 の 間 に 作ら れ た 人 人為 的 な 分 断 は 、 分 断 と 征服 を 国 旨 すもう 一 つの 意図 的 な 
試み で あり 、 警 察 国家 治安 部 隊 は 主 に 下層 階級 を 鉄 の か か と の 下 で 制圧 し 、 彼 ら を 上 位 層 の 奴隷 に し 続け 
る た め に 存在 し て いる 。 彼 ら の 労働 に 寄生 する 。 で 

も ちろ ん 、 公 正 な 社会 で は 、 下 位 の 農民 は 社会 に よっ て 高め られ 、 自 然 主義 的 な メリ ッ ト に 基づい て 区 別 さ 
れ 階 層 化 され た 生物 学 的 に 均質 な 要素 の 有機 的 状態 を 社会 が 構成 する 全体 主義 的 な 社会 に お い 

て 、 そ の 向上 を 確実 に する 権限 が 与え られ る だ ろう 。 階 層 構 造 。 こ れ は 、 警 察 と 軍隊 が 存在 し な いと いう こと 
で は な く 、 功 績 を 示し た 国民 は 誰 で も 警察 の 訓練 を 受け る 資格 が あり 、 


国家 と その 国民 に 奉仕 し 、 全 体 的 な 全体 的 な 調和 を 生み 出す 場合 に 限り 、 警 察 権力 の 最上 級 の 権利 が 与え ら 
れる 。 


軍人 志向 
「 軍 人 は 外交 政策 の 駒 と し て 利用 され る 愚か な 動物 に すぎ な い 」 - ヘン リー・ キ ッ シ ン ジャ ー 


ユダ ヤ 人 キッ シン ジャ ー の 軍人 に 対す る 評価 は 、 少 な く と も 部 分 的 に は 正しい こと を 認め な けれ ば な ら な い 。 カ ー ル ・ フ 
ォ ン < クラ ウス ヴィ ッ ツ が 言っ た よう に 、 戦 争 は 他 者 に よっ て 遂行 され る 政治 に すぎ な いこ と を 考え る と 、 軍 人 は 確 
か に 外交 政策 に 用 いら れる 道具 か 駒 で ある と いう こと だ 。 外 交 や 軍人 は 戦争 の 道具 で ある と いう こと を 意味 し ます 。 


し た が っ て 、 彼 ら は 、 彼 ら の 青 写 真 と 議定書 に 従っ て 考案 し た ゲー ム 理 論 の シナ リオ に 従っ て 彼ら の 議題 
を 促進 する た め に 、 ユ ダ ヤ 人 フリ ー メ ー ソ ン の 支配 の 設計 者 た ちの 隠れ た 手 に よっ て 操作 され る 、 地 政 学 の 
チェ ス 盤 上 の 駒 で ある 。 し た が っ て 、 軍 人 は 手段 で あり 、 道 具 で ある 。 


全員 が 服従 の 象徴 で ある 「 制 服 」 を 着 て お り 、 す べ て の 個人 差 は 精神 と 人 格 の レベ ル ま で 消去 され 、 そ の トラ ウ 
マ に 基づく マイ ンド コン トロ ー ル は 訓練 を 通じ て 衰 頭 政治 が 設計 し た モデ ル ま た は テン プレ ー ト に 従 

っ て 再 構築 され る 。 彼 ら の シン クタ ンク 。 少 な く と も 基礎 訓練 期間 中 の 共同 生活 に よる 生活 の 規則 化 は 、 性 格 

と 性 格 を 標準 化し ます 。 

それ を その 再 構築 プロ セス に さら し 、 そ の プロ セス の 影響 を 受け に くい 人 々 を 排除 し 、 新 兵 が トラ ウ 

マ に 基づい た マイ ンド コン トロ ー ル を 通じ て 自分 た ち を より 大 き な 部 隊 の 中 の 一 つの 部 隊 と し て 組織 に 縛り 
付け る よう に 条件 付け し 、 違 い を 消し て 同調 を 生み 出す 「 制 服 」 を 着る 。 


これ は 、 そ れ が 異種 の いわ ゆる 人 種 の 寄せ 集め (ヴォ ルク ・ カ オス ) で あれ 、 あ ら ゆ る 国民 国家 の 存続 に と っ 
て 極め て 重要 な 社会 の 機能 を 批判 し た り 、 非 難し た りす る た め の も の で は あり ませ ん 。 

今日 存在 する すべ て の 西洋 化 さ れ た ユダ ヤ 化 社会 、 ま た は 民族 的 に 均質 な アイ デン ティ ティ を 持つ 社会 。 ち が いな い 

国民 国家 の 存在 に は 国内 外 の 敵 に 対す る 防御 が 必要 で ある こと は 当然 で す 。 


Machine Translated by Google 


これ は 、 軍 隊 が それ ら の 敵 を 征服 する 手段 と し て 物理 的 武力 を 行使 する こと を 意味 し ます 。 

安定 し て 機能 する 社会 の 維持 弧 続 。 も ちろ ん 順序 は 

それ は 秩序 の 定性 的 な 形式 で あり 、 国 家 の 価値 、 ひ いて は その 秩序 を 明らか に する 軍隊 の 価値 (そし て 誰 の 
た め ? ) を 決定 する も の で す 。 


現時 点 で は 、 白 人 が 創造 し た 社会 の 秩序 は 、 ユ ダ ヤ 人 と 非 白 人 、 そ し て 少な く と も 短期 的 に は 反 白 人 社会 か ら 利益 を 
得る 、 よ り 特 権 的 な 階級 を 形成 する すべ て の 白人 に 従う も の で ある 。 こ の よう に し て 、 軍 は 反 白 人 の 政策 に 貢献 し 、 
不安 を 鎮め 、 現 在 「 民 主 主義 の 名 を 冠 し て いる この 秩序 を 維持 する と いう 名 目 で 圧政 を 執行 する た め に 世界 

中 に 設置 され た 非 白人 の 大 規模 党 に 妥協 し て いる 。 多 か れ 少 な か れ コ ー ド で す 


警察 と 軍隊 が 銃 を 突き つけ て 、 上 空 に ゴイ ム が 管理 する 形態 の 軍事 化 さ れ た 汚水 溜め の 形成 を 代弁 する 、「 愚 か 
者 」。 「 愚 か だ 、 動 物 た ちよ 」 キ ッ シ ン ジャ ー は 狂 り 狂う 。 


し か し 、 彼 ら 5 は シス テム の 法 の 執行 者 で あり 、 全 員 が それ ほど 愚か で 愚か で 、 そ れ ほ ど 「 動 物 的 」 な の で し ょ う 
か ? こ れ は 一 部 の 人 に 当て は まる 正確 な 表現 か も し れ な い が 、 全 体 と し て この 人 口 統計 は お そら く < 平均 以 

上 の 知性 を 持っ て お り 、JOG (ユダ ヤ 占 領 政府 ) の 平均 的 な 人 間 の 知能 が 明らか に 非常 に 低い こと を 考え る と 完 
全 に 良い と も 悪い と も 言え な いこ と は 明らか で ある 。 意 識 の 口径 


意識 。 


し か し な が ら 平均 的 な シス テム 執行 者 は 立派 な し ベル の 知性 を 持ち 、 必 ず し も 深遠 な 哲学 や 天才 の レ 
ベル で 活動 し て いる わけ で は な い が 、 例 外 は ある も の の 、 抜 け 目 な く 合理 的 な 存在 で ある 、 と いう の が 筆者 の 意 
見 で ある 。 も ちろ ん 、 ど ちら の 場合 に も 例外 は あり ます 。 シ ステ ム の 執行 者 は 、 一 方 で は サイ コパ ス 的 な 利己 主義 、 
つま り 「 ス リル の た め に 人 を 殺す 」 タ イプ の 性 格 に 傾向 が あり 、 一 方 で は 自己 犠牲 的 で 宗 高 な 利他 主義 ( 少 

な く と も 理論 上 は ) を 持っ て いま す 。 も う 一 方 。 平 均 的 な シス テム 執行 者 は 時 々 どちら か の 方 向 に 傾く 可能 性 が あ 

り 、 こ れ は 公衆 に 危険 を も た ら す 可能 性 が あり ます 。 こ れ は 特に 、1992 年 に し ビー。 リ ッ ジ で ヴイ ッ キ ー・。 ウ ィ ー バ ー 
と その 子供 を 暗殺 し た 狙撃 兵 ロ ン * ホ リウ チ の よう に 、 非 白人 工作 員 が 白人 に 対す る 道具 と し て 利用 され て いる 場 
合 に 当て は まる 。 し か し 、 テ キサ ス 州 ウェ ー コ で デイ ビッ ドコ レシ ュ と 彼 の グル ー プ を 火 刑 に し た 雇 わ れ 工 作 員 の 
場合 の よう に 、 生 存 の 脅威 と な る の は 非 白人 工作 員 だ け で は な く 白 人 も 同様 で ある 。 サ イコ パス の ルー ト で あり 、 
マス ター が 指示 する 相手 に 対し て 色盲 の ジョ グ の 道具 と し て 動作 し ます 。 


に 向かっ て 。 


実際 JOG (ユダ ヤ 人 占領 政府 ) の 下 で 、 逆 説 的 に 言え ば 、 白 人 が 職務 に 応じ て 命令 を 遂行 する 義務 が ある こと 

を 考慮 する と 、 白 人 に と っ て 最大 の 脅威 と な っ て いる の は 、 こ の 制度 で ある 。 そ し て 、 近 年 の バン ディ 牧場 で の 

ルビ ー・ リ ッ ジ と ウェ イコ の エー ジェ ント の よう に 、「 バ ッ ジ の 後ろ に 隠 れ 」 よ うと する こと 、 そ し て お そら く 他 の 

数 え 切れ な い ほ どの 正義 の 茶番 が や っ た こと で ある 。 そ れ ら は 道具 で は あり ます が 、 独 立 し た 意志 が 完全 に 

欠如 し て いる わけ で は な く 、 し た が っ て カル マ の 原因 物質 で あり 、 そ の 行為 や 不作 為 が それ 自体 に 害 を 及ぼ す 
特定 の 結果 を 生み 出し ます 。 最 も 精神 異常 者 は 、 焼 き 付 け よ うと し た り 、 特 定 の フリ ー メ ー ソ ン の 儀式 を 通じ て 良心 
を 焼き 付け た で あろ う が 、 そ れ で も カル マ の 逆襲 を 受け る だ ろう 。 
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生物 霊 的 現実 の 観察 者 な ら 理 解 で きる で あろ う 、 血 は 水 (通貨 ルクル) より も 濃い 、 そ し て JOG か ら の 給料 は 、 自 分 の 血 

に 反する こと で 受け 取る 罪 の 報酬 を 決し て 無効 に する こと は で き な い こと を 認識 し な けれ ば な り ま せん 。 し た が っ て 、 そ 
の よう な 人 は 、 血 の つなが り が 単なる イデ オロ ギー の つなが り に 優先 し 、 体 制 の 執行 者 と 現 体制 下 で 奉仕 を 強制 され て いる 
ユダ ヤ 人 の 主人 の 場合 の よう に 、 エ ー ジ ェ ン ト と 原則 の 間 の 忠誠 心 よ り も 確か に 優先 され る 、 と いう 推論 を 引き 出す こと 

が で きる 。 

し た が っ て 、 シ ステ ム の 崩壊 の どの 時 点 で も 同様 で す 。 そ れ 自 体 は 避け られ な いこ と で あり 、 血 は 流れ 、 同 族 に 敵対 する 者 
は 誰 の 側 に も 立た な い し た が っ て 、 人 種 的 忠誠 心 は 、 血 と 息 の 絆 に 良心 を 焼き 付け た 純粋 に 利己 的 な サイ コパ ス に と 
っ て さえ .、 最 も 賢明 な 道 で ある こと が 証明 され る だ ろう 。 彼 は バッ ジ の フラ ッシュ に よっ て 盲目 に な り 、 彼 の プロ グラ ミン グ 
の トラ ウマ に 基づい た マイ ンド コン トロ ー ル に よっ て より 高い レベ ル の 統合 に お ける 現実 自体 が 見 えな く な り ま し た 。 


((( 法 律 ))): 選択 的 執行 


JOG (ユダ ヤ 人 占領 政府 ) シス テム は 、 そ れ 自体 を 客観 性 と 「 寛 容 」 の 模範 と し て 表し て いま す 。 「 公 平 性 」。 そ し て 、 
あたかも それ が 達成 で きる か の よう に . 不 平等 を 平等 に し よう と する 不条理 な 試み (また は 偽善 的 に 試み て いる ふり を 
する ) と いう 意味 で の 「 正 義 」。 


偽善 的 だ が 、 実 際 、 そ れ が 「 正 義 」 と 呼ぶ も の の 実現 は 、 単 に 国家 が その 代理 人 を 使っ て 国民 、 混 合 大 衆 、 正 義 の 均衡 を 物理 
的 に 押し 付け る こと に すぎ な い 。 

白人 を 、 ユ ダ ヤ 人 と 彼ら の 粗 鍋 な ゴイ ム に よっ て 押し つけ られ る 野 な 大 群 の レベ ル (お よび それ 以下 ) に 引き 下げ 、 し 

た が っ て 白人 は 、 ユ ダ ヤ 人 と 同じ 扱い 、 同 じ 罰 を 受け る こと に な る 。 

獣 の 種族 。 白 人 に 科せ られ る 視 則 は 少な く と も 法 的 に は 定め られ て いる が 、 法 的 に は そう で は な く 、 白 人 は ジャ ング ル の ど 
の 黒人 より も ひど い 扱 い を 受け る ほど 、 こ れ を は る か に 超え て いる 。 


ユダ ヤ 人 が この 状況 を 白人 に 押し 付け る た め に 歴史 的 に 使用 し て きた プロ セス は 次 の と お り で す 。 
1) 非 白人 に 「 解 放 」 を 与え る 。 高 い 地位 。 


2 )「 正 義 」 の バラ ンス を 正す と いう 名 目 で 、 平 等 の 権利 と いう 見 せ か け の も と に 平等 の 基準 を 確立 する 。 も ちろ ん これ 

は 、 白 人 と 非 白人 の 間 で 均衡 が 確立 され 得る こと 、 そ し て 両者 の 間 に は いか な る 平等 も 存在 し 得る こと を 前 提 と し て いる 。 
な ぜ な ら 、 両 者 は 明らか に 互い に 相容れない 別個 の 種 で あり 、 従 っ て いか な る バラ ンス も 確立 する こと は で き な い か ら 
で ある 。 両 方 に 平等 に 適用 され る 正義 。 


権利 と 待遇 の 「 平 等 」 に 対す る JOG 制 度 の 主張 は 、 事 実 と し て 反証 され て いる : 非 白人 は 、 従 来い わ ゆ る 犯罪 つま り 
他人 を 傷つけ る こと に 関連 する 行為 また は 不作 為 (強姦 、 強 盗 、 暴 行 、 殺 人 、 犯 罪 、 犯 罪 、 暴 力 ) の まさ に 体現 で ある 。 初 
盗 、 理 清 、 暴 力 犯罪 お よび ホワ イト カラ ー 犯 罪 横領 、 接 収 、 世 盗 な ど ) 。 
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非 白人 が 大 部 分 の 犯罪 分 子 で ある こと は 、 特 権 的 な 飛び 地 に 騰 病 に 隠れ な が ら 「 人 間 性 」 に つい て 尊大 に 主張 し て い 
る 現実 否定 論者 以外 の 誰 に と っ て も 明白 で ある 。 権 利 。 平 等 : 社 会 正義 」 な ど 、 そ の すべ て の レト リッ ク は 、 正 義 の 天 和 が 、 
白人 に 厳し い 措置 を 強い る 法典 また は マヌ 法典 の 天 各 を 提要 に 歪め た 風刺 画 で ある 、MCEscher の 絵画 を 科 徳 と させ 
る 超 現 実 的 な 正義 の 均衡 に つなが る 。 そ し て 、 非 白人 獣 人 の 回 転 ド ア 再 犯 と 本 質 的 に 「 犯 罪 的 」 で ある 彼 の 行動 を 無視 
し 、 フ リー パス を 与え な が ら 、 彼 の あら ゆる 呼吸 と 足音 を 事実 上 犯罪 化し ます 。 


この 基準 は 、 非 白人 犯罪 (結果 を 伴わ な い 黒 人 の 犯罪 行為 ) を 段階 的 に 解放 し 、 ス トレ ー ト ジャ ケッ ト の 程度 に 制限 す 
る た め に 、 ユ ダ ヤ 人 至上 主義 者 の 裁判 官 に よっ て 時 間 を か け て 確立 され まし た 。 

白人 の 自然 な 行動 。 逆 説 的 に 言え ば 、 そ も そ も 非 白人 が 自由 を 持つ こと を 可能 に する 真実 と 正義 の 感覚 か ら 生 まれ 、 そ 
の 後 、 そ れ が 白人 に 対し て 利用 され 、 白 人 に 害 を 与え 、、 ユ ダ ヤ 人 が 権力 の シェ ア を 高め る た め に 利用 され た 。 ホ スト の 費 
用 。 


ユダ ヤ 人 が 白人 の 自然 な 行動 (通常 は 公正 で 合計 に 一 致す る 行動 ) に 課す 罰則 は 、 白 人 を ユダ ヤ 人 の 従順 な 奴隷 に 
する た め に 白人 を 非難 する よう に 設計 され て いま す 。 シ ステ ム は 、 自 分 自身 の 考え を 貫く 能力 を 否定 され (ひい て は 、 自 
分 の 考え を 組み 立て る 能力 も 否定 され ) 、 し た が っ て 、 不 正義 に つい て の 理解 を 言語 化す る 能力 も 否定 され て いる 。 


シス テム と その 隠れ た 支配 者 。 


この 時 点 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 最高 裁判 所 判事 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 制度 に 反対 する 白人 か ら あ ら ゆ る 権限 を 剥奪 する さら な る 法 
律 を 制定 する 。 つ まり 、 白 人 の 手 か ら 銃 を 取り 上 げ る 銃器 関連 法 。 財 産 の 収用 - 彼 の 住居 と 生計 を 立て る た め の 手 段 ( 例 : 
農場 ビジ ネス な ど ) を 盗む 法律 。 こ れ ら すべ て の 法律 は 、 白 人 を 奴隷 に し 、 そ の 罪 を 永久 に 償 わ な けれ ば な ら 

な い 「 罪 人 」 と し て カイ ン の 刻 E を 押し つけ られ た 税金 奴隷 の レベ ル に まで 剛 め られ 、 白 人 か ら 盗 む の に 役立つ 。 父 親 
の 罪 を 主張 し た 。 


JOG 側 の 選択 的 な 法 執 行 は JOG シ ステ ム の 卑劣 な 奴隷 と し て の 現在 の 立場 に ある 白人 男性 の 存在 その も の を 脅 か 
し て いる 。 実 際 に 制定 され た 法律 は 、 法 制度 と 警察 と いう 制度 の 武器 を 通じ た 適用 に お いて 、 ユ ダ ヤ 人 に 彼ら の し 
た いこ と を し 、 民 衆 に 危 書 を 加え る こと に 対す る 禄 を 逃れ る フリ ー パ ス を 与え て いる 。 


この 制度 の ペッ ト で ある 非 白人 も 、 ユ ダ ヤ 人 至上 主義 で ある と 同時 に ユダ ヤ 人 至上 主義 で も ある と され る 「 白 

人 至上 主義 制度 」 の 被害 者 と し て 彼ら を 描く 手段 と し て 、 軽 度 の 懲罰 を 受け る こと で 同様 の 扱い を 受け て いる 。 公 平 

の 名 の 下 に 彼ら が 受け る 刑 罰 の 軽減 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 害 を さら に 排除 し 、 最 終 的 に は 白人 社会 と 白人 を 物理 的 に 破壊 する 
た め に 利用 する 手段 に すぎ な い 。 


こう し て 白人 は 去勢 され 、 非 白人 は 権限 を 与え られ る 一 方 ユダ ヤ 人 は じっと 座っ て 奴隷 行列 の 八角 形 に 非 白 

人 を 白人 に 入れ る 団長 役 を 演じ て いる 。 大 量 虐 殺 計 画 に お いて ユダ ヤ 人 が すでに と っ て いる 次 の ステ ッ プ は 、 法 制度 
の 中 で 白人 を テロ リス ト と し て 描き 、 白 人 を テロ リス ト 分 子 と し て 認定 し 指定 し 、 汚 名 を 着せ て 公開 処刑 の 場 に きず 
り 出す こと で ある 。 

((( 人 類 ))) の 祭壇 に 犠牲 を 捧げ る た め の ブ ロッ ク 実際 に は ユダ ヤ 人 至上 主義 の 祭壇 に ある 。 ユ ダ ヤ 人 の 

彼ら の 意図 は 、 彼 ら の 専制 に 対す る 最大 の 公 威 、 真 実 と 現実 を 知る 者 た ち を 破壊 する こと で ある 。 
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理解 し な が ら 存 在 に 同調 し 、 そ れ に よっ て 調和 の と れ た 方 法 で 自分 自身 を 存在 に 調整 する こと が で さき 、 そ 

の 結果 、 天 国 と 同じ よう に (つま り 、 地 球 上 で ) 真 に 正義 と 呼ぶ こと が で きる も の を 自分 た ち だ け で 実行 で き 
る 人 た ち で す 永 遠 の 形式 の 領域 ) 、 ユ ダ ヤ 人 が それ に 基づい て 現実 の 歪曲 と 奴隷 化 の 行列 化 さ れ た 機械 と 
し て 操作 する 幻想 の 世界 で の シュ ルレ アリ スム の 疑似 正義 で は あり ませ ん 。 


ユダ ヤ 人 た ち は 、 シ オン 政府 を 構築 する 目的 で 人 種 戦争 を 起こ そう と し て いる 。 こ れ を 確立 する 最も 効果 
的 な 方 法 は 、 白 人 に 対し て 国家 の 武器 を 行使 し 、 白 人 に 対す る 先制 攻撃 を 正当 化す る こと で あり 、 地 上 の ユ 
ダ ヤ 人 に ブー ツ を 使っ て 、 白 人 を 批判 する 白人 を 監視 し 、 警 察 に H き つけ る こと で ある 。 政 府 に 属し て お り 、 
ユダ ヤ 人 制度 に 対し て 銃器 を 所 有 し た り 、 地 位 や 資金 を 利用 する 能力 を 持っ て いる 可能 性 が あり ます 。 
JOG と その 秘密 工作 員 の 偽 旗 作 戦 に 従っ た ユダ ヤ 人 側 の この で っ ち 上 げ 行 動 は 、「 安 全 と 安心 」 の 名 の 

下 に 白人 を テロ リス ト と し て 描き 、 白 人 を 攻撃 する と いう 目的 を 果たし て いる 。 そ し て 、 実 際 に は それ が 単 

な る 模 信 物 、 シ ミュ レー ト さ れ た 偽 の 現実 4] 起 で ある に も か か わら ず 、 そ の よう な も の が 実際 に 存在 する と 
いう 概念 を 作り 出し ます 。 こ うい っ た 紀 】 想 は 


ユダ ヤ 人 は メデ ィ ア で 主張 し 、 国 家 機 関 (警察 、 軍 隊 な ど ) の 統制 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 の 意志 を 成文 化し た 
も の に すぎ な い 「 法 の 支配 」 と いう も う 一 つの 幻想 を 支え る た め に 利用 され て いる 。 彼 ら が 望む も の と 、 
彼ら の 意図 の 自己 正当 化 ま た は 承認 。 


これ は 歴史 を 通し て 彼ら の 手口 で あり 、 今 日 に 至る まで 同じ で す .。 権 力 を 掌握 し 、 十 分 な 数 の 聴衆 に (また は 
噂 を 広め る こと を 通じ て ) 宣 伝 する 手段 を 獲得 し た 後 、 大 衆 の 世論 を 構築 し 、 白 人 支配 階級 が 首 を 切 

り 落 と され 、 大 衆 が 単なる 奴隷 に な る よう に 白人 社会 の 混乱 を 助長 する 。 ユ ダ ヤ 人 が 時 代 を 超え て 血 な 

まぐ さい 旅 を 続け て きた 今 、 白 人 種 全体 が 、 ユ ダ ヤ 警 察 国家 と 、 白 い 火 の 中 か ら 栗 を 拾う 猫 の 手 と し て 徴 

兵 さ れる 野 窓 な 野 窒 な 大 群 の 手 に よっ て 、 絶 滅 の 危機 に 直面 し て いる 。 ユ ダ ヤ 人 。 非 白人 は ユダ ヤ 人 が 楠 

の 中 の ホワ イト ライ オン を つつ く た め の 棒 の 役割 を 果たし 、 ラ イオ ン が 反抗 し て 棒 を つか も うと する と 、 ユ ダ 
ヤ 人 の 動物 園 飼 育 員 は 部 下 に 牛 を 突 か せ て ライ オン を 落ち 着 か せ た 。 


これ が 現在 の 状況 で ある 。 白 人 男性 は 、 パ レス チ ナ 人 と 同様 に ユダヤ 人 が 管理 する 警察 国家 の 標的 と な っ 
て お り 、 主 な 標的 と なか っ て いる 。 ユ ダ ヤ 人 に よる 事実 の 歪曲 と 偽 旗 の ブラ ッ ク オ プス 活動 の 扇動 は 白人 を 
集団 と し て 組織 し 、 攻 撃 す る こと を 目的 と し て 、 ま ず 第 一 に 十分 に 健康 な 健康 状態 に ある 白人 男 

性 全員 を 排除 する と いう 極度 の 偏見 と 悪意 を 持っ て 計画 され て いる 。 彼 ら 5 は 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 最大 の 痛 威 
で ある た め 、 奴 隷 化 され る 意思 が な く 、 彼 ら な し で は 残り の 白人 人 口 の 安全 と 安全 は あり ませ ん 。 


ユダ ヤ 人 が その 殺 猫 な ユダ ヤ 人 に よっ て 発見 で きる この よう な 性 質 の 警察 や 軍人 は 、 彼 ら の 影響 力 を 無力 
化し 、 国 家 の 力 を さら に 低下 させ る 手段 と し て 、 何 より も まず 職務 上 の 解雇 や 降格 、 ま た は 昇進 の な い 対 象 と 
な る 人 々 で ある 白人 人 口 が ユダ ヤ 人 の 勝利 を 可能 に し た 。 
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ユダ ヤ 人 が そば に 置い て お きた い 警 察 や 軍隊 は 、 自 分 た ちの 種族 を まっ た く 考慮 し て いな い 、 あ る い は 少な く と も 、 自 分 
た ちの 人 種 に 対し て 命令 を 遂行 する 意欲 を 持っ て いる こと を 十分 に 無視 し て 、 ユ ダ ヤ 人 の 猫 の 手 と し て 機能 する 人 々 で 
ある 。 。 ユ ダ ヤ 人 は 、 自 分 の シャ ボ ・ ゴ イム (愚か な 動物 ) が 、 純 粋 に 偽善 的 で 利己 的 で 腐敗 し や すい 堕落 者 で ある こと を 
望ん で いる 。 こ れ を 超え て 、 彼 は 、 も し 少し で も 誠実 で ある か 、 誠 実に な れる 可能 性 が ある な ら 、 東 績 され た キリ 

スト 教徒 の 奴隷 を 受け 入れ る こと に 興味 を 持っ て いま す 。 


彼 に と っ て 彼ら は 磁石 に 焼き 付け られ た 鉄 の や すり の よう な も の で あり 、 ユ ダ ヤ 人 へ の 忠誠 と 同族 に 対す る 不誠実 を 放棄 する こと が で 
き な い 。 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 傍 に 置い て 自分 の 目的 に 奉仕 し た い 有 用 な 愚か 者 は 、 ま ず 彼 を 奴隷 と し て 崇拝 する 人 々 (キリ ス 

ト 教徒 ) で あり 、 現 在 は 、 し か し 長く は な い だ ろ う が 、 単 に 偽善 的 な か ヒュー マニ スト で 利己 的 な エゴ イス ト に 過ぎ な い 人 々 で あ 
り 、 後 者 は 彼 が そう し よう と し て いる で あろ う 。 彼 の 意図 する シオ ン 政 府 に お いて は 、 非 白人 奴隷 、 さ さらに は キリ スト 教徒 の 白 
人 奴隷 (「 ユ ダ ヤ 人 も ギリ シャ 人 も いな い 」 ) を 使っ て 絶滅 さす よう と し て いる 。 し た が っ て 、 そ れ を 理解 する の に 
十分 な 慎重 さ を 備 えた 鉄 の 距 の 執行 者 に 義務 が ある で し ょ う 

「 ユ ダ ヤ 人 が いる と 負け る 」 と いう フレ ー ズ の 意味 、 法 執行 機関 の 選択 性 、 そ し て JOC 制 度 に 「 法 律 」 を 装っ た も の に 組み 込ま れ た 
偏見 は 、 白 人 に と っ て さら に 悪い こと が 起こ る 兆候 で ある 
男 。 し た が っ て .、 最 終 的 な 結論 と し て 、 も し 白人 で あれ ば 、 そ の 人 は 親 白人 (同族 を 優先 的 に 尊重 し 、 排 他 的 な 忠誠 心 を 持っ て い 
る ) で ある か 、 あ る い は 反 白 人 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 単に 職務 上 の 能力 か ら 解雇 され る だ け で な く 、 解 雇 さ れる か の どちら か で あ 
る 。 コ ユダ ヤ 人 は 忠 距 され た が 、 銃 殺 隊 の 前 で 法廷 で 宣伝 され る か 、 ギ ロ チ ン と 血 の 罪人 の た め に 公共 の 広場 に | きず り 出さ れる だ ろう 


ユダ ヤ 人 は 世界 に 解き 放 た れる つも り だ 。 


選択 的 な 法 執行 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 白人 に 危害 を 加え る た め に 利用 する 無数 の 機構 の うち の 一 つ に すぎ な い 。 平 等 主義 の 教義 に 基づい て 倒 
錯 し た 法律 を 制定 する こと も また 別 の こと で ある 。 

この 法律 は 十分 に 悪い も の で す が 、 そ の 適用 が 偏っ て いる た め 、 ユ ダ ヤ 人 の 意図 で ある 白人 男性 に と っ て は 限り な く 悪 く な っ て いま 

す 。 ユ ダ ヤ 人 の 青 写真 は 、 彼 が 世界 に 何 を も た ら す か を 明らか に する :「 ユ ダ ヤ 人 の ユー トピ ア 」 の 確立 の 必要 条件 と し て の 白人 

の 虐殺 、JRR トー ルカ イン の 『 ロ ー ド 』 の モル ドール の よう に 大 地 に 広がる イス ラ エ ル 国 家 を 科 徳 と させ る 全体 主義 的 奴隷 国家 リン グ 
の 」。 白 人 上 流 階級 の 利己 的 な 性 質 と 極悪 非道 な 計画 に よっ て 、 白 人 は 追い 詰め られ 、 ル ビー リッ ジ の 織 工 の よう に 火あぶり に され 

る か 、 さ も な くば 出 て こ な け れ ば な ら な いと いう 状況 に まで 事態 を 導い た の で ある 。 戦 い に 出 ます 。 自 然 の 法則 は 自分 自身 の 生存 を 
義務 付け て お り 、 ジ ョ グ の 法則 は 人 の 死 を 義務 付け て いま す 。 彼 が 生き た いな ら 、 慎 重 に 戦わ か な けれ ば な ら な い 


そし て シス テム の 法則 に 効果 的 に 反抗 し 、 自 然 法則 を 実行 し ます 。 
虹 : 合法 お よび 超 合 法 


秘密 主義 に 基づい て 行動 する ユダ ヤ 人 は 、 無 数 の 方 法 で 奴隷 を 罠 に は め よ うと し ます 。 彼 の 主 な 手口 は 、 こ の 形式 の 秘密 か つ 広 範 な 戦 
争 ( 非 通 常 型 、 第 4 世代 戦争 ) で 構成 され て いま す 。 合 法 的 に 彼 は 警察 と 軍 を 利用 し て 違法 な お と り 捜査 に 関与 し て いる 。 


証拠 の 植え 付け と 改ざん 。 不 法 逮 捕 。 検 索 。 発 作 : 「 法 」 の 下 で の 拘留 と 暗殺 死ん だ 人 間 は 何 も 語ら な い 。 
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彼 の 秘密 暗殺 チー ム で ある モ サ ド の 利用 は 、 モ サド の テロ リス ト 訓 練 を 受け て いな い 警 察 や 軍隊 、 あ る い は 地元 社会 の 信 
頼 で きる ユダ ヤ 人 を 失敗 させ る 手段 で ある 。 ユ ダ ヤ 人 は 絶え ず ゴ イム を スパ イ し 観察 し て お り 、 彼 ら が 植物 を 植え る 特 
別 な 社会 領域 を 持っ て いま す 。 

特定 の 課 報 員 が 児 昧 の 巣 を 集め る 課 報 員 で あり 、 次 昧 は ユダ ヤ 人 (バー テン ダー、 ボ ラン ティ アコ ー デ イィ ネー タ 
ー、 チ ー ム リー ダー な ど ) で あり 、 ハ エ は 自分 た ち が 「 大 義 」 に 貢献 し て いる と 錯覚 し て 昌 昧 の 巣 に 入り 込む 不運 な ユ 

ダ の カモ た ち に 物 と い を する 。 あ る い は 、 実 際 に は ユダ ヤ 人 が 彼ら に 提供 する 罠 に 陥っ て いる の に 、 単 に 社会 的 な 目的 を 持 
つて いる 人 も いま す 。 


テク ノロ ジー 分 野 と ソー シャ ル メ ディ アプ ラッ ト フ ォ ー ム に お ける さら な る 例 。 こ れ は 、 ユ ダ ヤ 人 の 陰謀 と いう 大 宇宙 

の さら に も う 一 つの 小宇宙 と し て 機能 する 。 ユ ダ ヤ 人 は 、 ゴ イム に 関す る 情報 を 収集 で きる よう に シナ リオ や 状況 を 設定 し 、 
ゴイ ム を 安全 で 快適 に 感じ ば させ 、 し た が っ て 、 あ ら ゆ る 情報 を 漏らし や すく する 。 

パレ スチ ナ の デモ 参加 者 が 抗議 グル ー プ に 潜入 し 、 潜 入 者 に 武装 警察 に よる デモ 参加 者 へ の 銃撃 を 正当 化 さ せ 

た 場合 の よう に 、 彼 ら の 秘密 を 暴露 する か 、 仕 組ま れ て 殺さ れる 方 が マシ だ 。 


この 特定 の 例 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 罠 に か ける 手口 の 特徴 で ある 。 す べ て は 仕組 まれ 、 策 略 で あり 模 條 で ある 。 イ ラク 戦争 を 
正当 化す る た め の 911。 エ ジ プ ト 攻撃 を 正当 化す る た め に USS リ バテ ィ を 爆撃 し た 。 ユ ダ ヤ 人 の 陰謀 に 関す る 検 開 を 
正当 北 す る た め に 、 聖 な る で っ ちあ げ の 嘘 が 作ら れ た 。 

罠 は すべ て の ユダ ヤ 人 の 弁証法 の 基礎 に ある が 、 結 果 を 達成 する に は シオ ニス トキ リス ト 教 徒 の よう な ユダ の 適切 な ゴイ 
ム の カモ の 側 の 遵守 が 必要 で ある 。 


バッ ド ボ ー イ ズ : 警官 


テレ ビ 番 組 「 コ ッ プ ス 」 の 歌 「 バ ッ ド ボー イズ 」 は 犯罪 者 に 当て は まる の と 同様 に 警察 に も 全体 的 に 当て は まる だ ろう 、 
少な く と も その 方 向 に 向かっ て いる 。 今 の 警察 は まさ に 「 悪 者 」 だ 。 

良心 の 町 責 も な く 不 当 な 法律 を 支持 し 施行 し 、 ユ ダ ヤ 人 が 投げ つけ よう が 投げ つけ よう が 何で も 施行 する ゾン ビ ド ロー ン 
の よう に 行動 する だ け だ 。 


「 犯 罪 」 と みな され る も の は 「 法 律 」 に 違反 する も の で す 。 社 会 の 法則 は 不 公平 で す 。 し た が っ て 、 「 犯 罪 者 」 と みな され 
る 人 々 は 、 そ の 行為 が 必ず し も 不当 で ある わけ で は あり ませ ん が 、 必 ず し も 正義 で ある と も 限り ませ ん 。 一 般 的 な 街頭 獲 
罪 者 、 軽 犯罪 者 、 ま た は 暴力 団員 は 、 他 人 に 不当 に 危害 を 加え る 限り 不当 で す 。 食 料 品 店 か ら 盗 むこ と 。 あ る い は 、 銀 行 は 、 ど 
ちら の 機関 / 企 業 も 国民 か ら 労 働 の 成果 を 奪う 独占 企業 で あり 、 そ の 定義 上 不当 な 機関 / 企 業 で ある た 
め 、 不 当 と は 言い 難い 。 等 。) 


その よう な 機関 か ら 盗 む 人 々 が 盗む の を 防ぐ こと は 不当 で あり 、 不 当 な 法律 の 執行 は 不当 で あり 、 そ の よう な 法律 を 執行 
する 人 々 の 行動 が その 程度 まで 不当 に な る 。 


(物理 的 力 に よる 脅 迫 や 行使 を 通じ て 、 し た が っ て すべ て の 法 の 究極 の メカ ニズム と し て )「 国 民 」(「 法 律 」 の 対象 と な 
る 人 々 ) に 銃 や 車両 の 免許 を 取得 させ 、 固 定 資産 税 や 所 得 税 を 支払 う よ う 強 制す る こと は 、 執 行者 を 「 不 当 」 で ある と 認 
定 する 高利 貸し の 公正 な 執行 。 

「 悪 い 子 」 、 存 在 の 調和 を 乱す 者 。 


18 


Machine Translated by Google 


シス テム は その 執行 者 と し て 「 悪 い 奴ら 」 を 望ん で お り 、 警 察 も 軍隊 も 他 の 国家 や 個人 (高利 貸し で 奴隷 制 の 卵 の 下 に 置か れる 意思 
の な い 人 々 ) に 強制 力 を 課す た め に 徴兵 され て お り 、 し た が っ て 彼ら は 承認 され た 「 悪 い 奴ら 」 で ある 。 至 上 主義 の 専制 君主 を 雇う マフ 

ィ ア ・ カ ル テ ル の 少年 た ち 

彼ら の 悪党 た ち は 、 中 央 銀行 シス テム の 法定 通貨 を 通じ て 彼ら の 命令 を 強制 し 、 こ れ を 「 人 権 」 な ど と いう 見 せ か け の 下 で 実行 し て いる 。 


「 青 い 服 を 着 た 少年 た ち は ユ ダ ヤ 人 に 仕え て いる 」 と され 、 オ カル ティ ズム に お ける 精神 性 を 表す 青 は 、 ほ と ん どの 場合 、 死 を 表す 黒 に 置 
き 換え られ て きた (土星 、 惑 星 の 有 限 性 制限 、 死 制約 、 魔 法 の よう な 束縛) 。 - 宇 宙 法 と あら ゆる 高 次 の 霊 的 秩序 の 死 。 


警察 は カリ ユ ガ の 腐敗 し た 世界 に 正義 の 残 洋 が 存在 する 限り 、 何 ら か の 善 を 擁護 し 強制 する か も し れ な い が 、 全 体 と し て は 彼ら は 「 悪 
い 奴 ら 」 で あり 、 そ の 行動 は ユダ ヤ 人 専制 の 農園 で (自分 た ち を 含む ) 全 員 を 農奴 に 肥 め る も の だ 。 そ し て 、 そ れ が 永続 し 続け る こ 
と が で きる よう に 、 す べ て の 人 が シス テム の 車輪 に 縛り 付け られ て いる こと を 確認 し ます 。 


この シス テム に よっ て 課さ れ て いる (また は 間もなく 課さ れる ) 強 制 ワ クチ ン 接 種 プロ トコ ル は 、 ユ ダ ヤ 人 の 操り 人 形 の 主人 の 意志 
従っ て 悪法 を 施行 する 「 悪 童 」 の も う 一 つの 例 で ある 。 

歴史 的 記録 が 示し て いる よう に (ソビエト 連邦 な ど で ) ユ ダ ヤ 人 は 、 自 分 た ちの 目的 に 合致 する と き は サヤ ニム ( 援 
助 者 ) を 攻撃 し 、 し た が っ て 「 悪 い 奴 ら 」 を 攻撃 する 。 社 会 の 鉄 の 貴 の 執行 者 で ある 彼ら は 、 個 人 と し て 生き 残る た め の 唯 
ー の 希望 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 主人 に 反抗 し 、 そ の 前 に 屈し な いこ と で ある こと を よく 知っ て いた は ず だ 。 


そう し な けれ ば 、 彼 ら 自身 だ け で な く 、 お そら く 最 小 限 の 配慮 や 認識 し か 持っ て いな い 人 々 に と っ て も 死刑 宣告 と な る だ ろう 。 体 制 の 
道具 と 思 か 者 は 根絶 され 、 人 種 思想 の 血 の 記憶 が 不 換 紙幣 と 腐食 性 の 富 金 の 水 に よっ て 頭 か ら 洗い 流さ れ た 。 ま だ 何ら か の 善 を 
持っ て いる 残り の 者 は 、((( 法 ))) の 利益 で は な く 、「 善 」 の 利益 の た め に 行動 する の が 最善 で ある 。 


偽 旗 と フレ ー ム アッ プ 


陰謀 団 は 、 非 難し た いも の に つい て 伝 える 「 他 者 」 の 民衆 に 例 を 示し 、 大 衆 の 心 に 奴隷 的 な 従順 を 植え 付け る 手段 と し て 、 時 折 、 攻 
人 形 に 大 衆 の 前 で 人 形 を 焼く こと を 要求 し て いる 。 国 家 に と っ て 「 他 者 」 で ある も の と 国家 その も の と の 対比 に よっ て 権威 に 結び つけ 、 「 他 
者 」 を 嫌悪 の 目 で 見 乳母 の 断固 と し た 腕 に 抱き 寄せ る こと で その 運命 を る る 避け よう と する 大 衆 を 縛り 付け る 。 国 家 権力 


その 権威 は 武力 と 武力 に よる 威 咽 に ある 。 


奴隷 的 な 大 衆 は 、「 他 者 」』 は 「 運 命 に 値する 」 も の で あり 、 政 府 の 主人 の 命令 に 違反 し た と いう 点 で 間違っ て お り 、 そ れ ゆ え に 火 刑 
に 値する の だ と 当然 の こと な が ら 推 諭し て いる 。 本 質 的 に 正義 で ある が 、 そ の 違反 は 本 質 的 に 悪 で ある た め 、 法 は 善 と 同等 に な り 、 そ の 逆 
も 同様 で ある 。 
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これ が 奴隷 制度 の 定石 だ 。 怖 と 恐怖 を 利用 し て 暴徒 の 心 に 自己 検 閥 を 植え 付け る こと で ある 。 

国家 に 反対 する すべ て の こと 、 表 象 の 仮面 の 後ろ に 隠れ て いる 隠れ た 権力 者 、 公 の 場 で は 父 と 母 の よう な 

存在 と し て 称賛 され て いる が 、 実 際 に は あら ゆる 種類 の 悪魔 の 勢力 を も て な す 極 悪 非道 の 存在 で ある レー ニン と 毛 沢 
東 の こと に 関す る も の で ある 。 悪 意 の ある 世界 支配 と いう 計画 を 推進 する た め に 、 こ れ ら の 名 手 た ち を コン トロ ー 

ル し て いる の で す 。 


社会 の サタ ン 、 の け 者 、 国 家 の 敵 で ある 「 他 者 」 は 、 悪 者 と し て プロ パガン ダ 機 関 に 登場 し 、 社 会 的 に 受け 入れ られ 公 
的 に 承認 され た 国民 の すべ て を 代表 する 存在 で は あり ませ ん 。 

「 非 自己 」、 つ まり 思考 、 言 葉 、 行 為 を 通じ て 、 正 常 の 「 淡 い 」 を 超え た この 「 悪 」 の 領域 に 足 を 踏み 入れ る 人 々 の こ 
と で あり 、 彼 ら 自身 も 同様 の 運命 に さら され 、 こ の 社会 的 圧力 に よっ て さら され る こと に な り ま す 。 彼 ら に 対し て も た ら さ 
れ た 恐怖 と 恐怖 の 「 集 合意 識 」 の 標準 化 と 、 テ ロ 支 配 に お ける 乳母 国家 の さら な る 強化 を 支援 する 。 


それ は 「 社 会 的 コン プラ イア ンス 」 や 「 仲 良く する 」 と 呼ば れる も の で 、 単 に 無 思慮 な 至福 の 中 で 集団 に 従属 し 、 
シス テム の プロ パガン タダ 装置 で 作ら れ た 大 衆 の 意見 を 複製 する こと を 意味 し ます 。 


偽 旗 は 、 創 造 す べき で は な いも の の 例 と し て 群衆 の 前 で パレ ー ド で きる スケ ー プ ゴー ト を 確立 する 目的 で 組織 され 、 
それ を 美徳 と し て 主張 し た り 反 対し た りす る 集団 の 心 を 標準 化す る 手段 と し て 「 他 者 」 を 揚 造 す る 悪 と の 関係 で は 、 
療 と 悪 の 関係 で は 。 

彼ら の 機能 は また 、 こ の 「 他 者 」 に 帰属 され る 状況 を 作り 出す こと に よっ て 、 こ の 「 他 者 」 を 中 傷 す る こと で あり 、 
その 主語 は 、 お そら く 無 関係 な 性 質 を 前 提 と し て いる 。 政 権 の 継続 に 対す る 脅威 と 考え られ る 行動 を と る 人 々 ( 例 : 
納税 抵抗 者 土地 の 自由 民 、 ジ ェ ノ サイ ド か ら ア イデ ン テ ィ イィ ティ を 守る こと を 主張 する 分 離 主義 者 ) の 場合 の 「 暴 力 
的 過激 主義 者 」、 ま た は 次 の よう な 「 病 人 で 倒 人 した. 種類 の 人 々 。 ア ー ミ ッシュ や 児童 虐待 な ど に 関す る 

デマ の 流布 な ど 。 


それ は 、 ユ ダ ヤ 人 に 非常 に 特徴 的 な 中 傷 と 中 傷 で あり 、 メ ディ ア が ユダ ヤ 人 奴隷 の 精神 を プロ グラ ム す 

る た め の 古 典 的 な 条件 付け プロ グラ ム と し て 使用 し て いる (例え ば 、 兵 器 化 され た 言葉 「 テ ロリ スト 」 や 「 人 種差 別 
主義 者 」 な どの 使用 ) 。 そ の 後 、 政 府 の 標的 と な っ た 敵 の 確 刑 を 正当 化す る た め に 、 一 般 投票 を 通じ て 動員 され 、 階 審 
員 制 度 を 通じ て 訴訟 に 動員 され る 。 


ブリ ー ヴ ィ ク の 事件 は 、 ヘ イト 法 の 制定 と 警察 の 統計 を 正当 化す る こと に よっ て 民衆 の 反乱 を 鎮圧 し よう と する 手段 と 
し て の 代表 的 な 例 で ある 。 立 法 手段 (アル コー ル の 禁止 を 通じ て 生み 出さ れ た 「 犯 罪 」 そ の も の が 、 そ の 否定 を 打ち 
消す た め に 警察 国家 の 農 課 を 必要 と し て いる と 主張 し て 、 ア メリ カ の 警察 国家 創設 を 正当 化す る 手段 と し て の 禁酒 法 
時 代 の 場合 も 同様 だ っ た 。 フ ァ ラ シア 的 / タ ルム ー ド 的 弁証法 的 唯物 論 の 問題 - 反 応 - 解 決 弁 証 法 、 秘 密 主 義 者 の た め 
に 作ら れ た 現実 の 問題 か ら 偽 り の 現実 を 操作 し よう と する 試み 


目的 。 


し た が っ て 、 偽 旗 と 「 他 者 」 と いう 「 他 者 」 の 構築 は 、 演 劇 的 な 超 現実 に 伴う 本 物 の ドラ マ を 必要 と する か も し れ な い 
心理 ドラ マ を 通じ て 社会 を 操作 する 手段 と な る 。 現 実 の 人 々 が 本 当 に 傷つい て いる 、 共 産 主 義 特有 の 「 目 的 が 手 
段 を 正当 化す る 」 

練習 。 
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白色 テロ 、 ユ ダ ヤ 人 の 心理 作戦 
「 白 色 テ ロ 」 と ユダ ヤ 陰 謀 団 の 心理 作戦 


70 年 代 後半 か ら 80 年 代 前 半 に か け て 、 セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 、 コ ー シ ャ ー 悪 魔 宗 拝 の 文化 が 拡大 し まし た 。 

恐怖 を 煽る こと で 壮 を 強制 的 に 教会 に 戻す こと を 目的 と し た 暴力 的 な オカ ル テ ィ ズ ム の 文化 。 こ れ は ユダ ヤ 人 が 
管理 する メデ ィ ア と エン ター テイ ン メ ント 産業 が も た らし た も の で ある 。 

マス マー ケティング は 、 ト ラウ マ に よっ て 大 衆 を マイ ンド コン トロ ー ル し 、 屈 服 させ 、 厳 格 な 法 の 制定 を 正当 

化し 人々 か ら 自 由 を 和 剥 奪 す る こと を 目的 と し た 、 一 見 果て し な く 続 く 一 連 の イベ ント を 作成 する こと で 現実 の 劇 
場 を 通し て 恐怖 の 劇場 を 販売 し ます 。 よ り 効 果 的 に 彼ら を 圧 制 の 黄身 の 下 に 置き 、 聖 職 者 カー スト の 寄生 虫 と 警察 国 
家 の た め に 十分 の 一 税 と 税金 を 徴収 する た め に 教会 に 送り 込む た めで ある 。 


この 心理 作戦 (お そら く < ユダ ヤ 人 の 歴史 を 通じ て 続い て きた 心理 作戦 ) は 決し て 終わ る こと が な く 、 そ の 照 

準 に は ユダ ヤ 人 の 優位 性 に 対す る 最大 の 脅威 、 す な わ ち 彼ら が 今 も 地球 上 か ら 排 除 し よう と し て いる 白色 人 種 が 
横たわっ て いる 。 世 界 を 自分 の も の に し て くだ さい 。 ア ルフ レッ ド ・ ヒ ッ チ コッ ク の 映画 「 サ イコ 」 に 例示 され 

た よう な 、 以 前 に 存在 し て いた より 温和 な 文化 と 比べ て その 文化 が より 大 きく 増加 し た 当時 、 民 衆 は 第 二 次 世 界 大 
戦 の トラ ウマ に さら され て いた が 、 そ れ で も その 時 代 か ら ほぼ 回 復 し て いた た め 、 陰 謀 団 は その た め 、 白 人 大 衆 を 教会 
に 戻す か 、 自 己 破壊 的 な 追求 (セッ クス 、 ド ラッ グ 、 ロ ッ ク ン ロー ル な ど ) の 生活 に 戻す た め に 、 も う 少 し トラ ウマ 的 な 
熱量 を 加え る 時 期 が 来 た と 考え て いた 。 


悪魔 教会 は ユダ ヤ 人 の ハワード ・ ス タン トン ・ レ ヴィ (別名 アン トン ・ レ ヴィ ) に よっ て 設立 され 、 ハ リウ ッ 

ド の 小児 性 愛 者 ユダ ヤ 人 ロマ ン ・ ポ ラン スキ ー と 協力 し て 、 マ ン ソ ン ・ フ ァ ミ リー が 現実 に 反映 し た トラ ウマ の 乗り 物 
で ある 映画 『 ロ ー ズ マリ ー の 赤ちゃん 』 を 制作 し た 。 芸 術 は 人 生 を 模 信 する の で は な く 、 人 生 は 芸術 を 模 信 す る と 

いう 概念 を 大 衆 の 心 に 教え 込み 、 上 記 の 2 つの コー ス の どちら か を 取る よう 恐怖 を 煽る 手段 と し て 、 ユ ダ 

ヤ 人 奴隷 制 の 「 道 徳 的 高み 」 の どちら か に 進む 。 教 会 で 、 あ る い は 「 地 獄 へ の 高速 道路 」 で 、 そ し て 自己 破壊 で 。 こ の 映 
画 の 後に は 『 デ ミア ン 』 や 、『 エ クソ シス ト 』 や 『 ハ ロウ ィ ン 』 な どの ホラ ー・ ゴ アジ ャ ン ル の シリ ー ズ が 続き 、 騰 病 な 
大 衆 を 教会 に 追い 込む 、 よ り 極 端 な 形 の 恐怖 ポル ノ を 先導 し た 。 


どう や ら 映 画 「 エ クソ シス ト 」 は カト リッ ク 教 会 自体 か ら 資 金 提供 され て お り 、 信 者 の 数 を 増やし て ミル クト ー ス ト 信 
徒 を 熱心 に 作り 、 福 音 を 広め る の に 大 い に 役 立っ た よう で す 。 
世界 的 な 専制 政治 と ユダ ヤ 人 の 世界 秩序 の 優位 性 を 正当 化す る た め の 偽り の 愛 。 


この 時 点 か ら 、 恐 怖 や テロ 行為 は 特に 白人 の も の で あり 、 潜 在 的 な 問題 の 原因 と な る の は 特に 白人 男 信 で あ 

り 、 し た が っ て 社会 の ネジ が 緩ん で いる 者 と し て 監視 すべ き 人 物 に 違い な いと いう 概念 が 大 衆 の 心 に 植え 付 

けら れ た 。 シ ステ ム の 機械 で ある に も か か わら ず 、 実 際 に は シス テム の 機能 に お いて 最も 合法 的 で 不可 欠 な 要素 で 
ある の は 彼 で し た 。 

し か し 、 ユ ダ ヤ 人 穴 頭 政治 家 が 白人 を 主要 な 問題 と し て 描い た の は まさ に この 理由 で あっ た 白人 が 信 告 し た 
社会 を 彼ら が 乗っ 取る 上 で 、 彼 は 今 も 昔 も 主要 な 障害 と な っ て いる の で ある 。 


この 時 期 (70 年 代 後半 か ら 80 年 代 前 半 ) 、 映 画業 界 と エン ター テイ メン ト 業 界 は 、 ギ ャ ング の 文化 や 人 口 動態 を 
人 間 化 また は 美化 し よう と する と 同時 に 、 ギ ャ ング に 関連 する キリ スト 教 の 道徳 的 汚名 を 暗黙 の うち に 、 犯 罪 の 
手段 と し て 想定 する 多く の コン テン ツ を 制作 し て いま し た 。 「 ゴ ッ ド ファ ー ザ ー」 な どの 映画 で キリ スト 教 

徒 の 人 口 統計 に 迎合 し た 。 こ れ と ホラ ー 映 画業 界 は 、 現 実 の 劇場 で カバ ラ 的 な 黒 魔 術 が 働く 道 を 切り 開い た 。 そ こ 

で は 、 管 理 さ れ た メデ ィ ア が 現実 に 起こ っ て いる よう に 描い た 偽 旗 作戦 が 組織 され 、 ハ リウ ッ ド の 演劇 柱 の 脅威 と 
織り 交ぜ られ て いた 。 い つも 悪役 は 白人 男性 だ っ た 。 「 サ イコ パス 」( 


ヒッ チコ ッ ク の 映画 「 サ イコ 」 ) 


22 


Machine Translated by Google 


ユダ ヤ 人 俳優 が 演じ る こと も あっ た が 、 淀 に 平凡 な 白人 男性 と し て 描か れ 、 わ ず か な 挑発 や 機械 の ネジ の 緩み に 基 
づい て 理不尽 か つ 予 測 不能 に 爆発 する 狂 戦 士 の 怒り の 「 火 薬 庫 」 と し て 描か れ て いた 。 や り 方 。 こ れ は 、 特 定 の 未知 
の 条件 下 で 発火 を 待つ ヘア トリ ガー の よう な 、 あ る 種 の 漠然 と し た 心理 的 欠陥 に 基づい て 、 白 人 男性 の アイ デ 
ン テ ィ テ ィ を 社会 に 対す る 脅威 と し て 構築 する 手段 で し た 。 そ の 結果 、 不 信 感 や 悪意 が 生ま れ 、 ユ ダ ヤ 人 が 白 

人 に 汚名 を 着せ 、 そ れ に よっ て 白人 を 暑 り 、 意 気 消沈 させ た 。 


この 不可 解 な 暴行 は 、 白 人 男性 、 特 に 高潔 で 善良 な 羊 の 自己 理解 を パブ ロフ 的 条件 付け に よっ て さら に 

精神 的 に 骨抜き に する こと を 目的 と し て 計画 され 、 彼 を 教会 に 追い 込ん で さら に 骨抜き に する か 、 誘 惑 す る か の い 
ずれ か で あっ た 。 彼 に この キャ ラク ター、 つ まり サイ コパ ス の 行動 を 採用 させ ます 。 不 合理 な こと 。 危 険 な : 「 緩 ん だ ネ 
ジ 」 ま た は 非行 少年 。 女 性 の 反抗 的 な 問題 を 奨励 する と いう フェ ミニ スト の 政策 と 同時 に この 精神 的 攻撃 は 、 白 人 

男 作 の 秩序 に 対す る 生来 の 偏向 と 、 社 会 の 守護 者 と し て の 自己 理解 を 減退 させ る の に 役立ち 、 そ の 結果 、 彼 は 反 白 人 に 
自分 自身 を 結び つけ る こと に な っ た 。 男 性 の 物語 と キリ スト 教 に お ける 「 向 き を 変え て 身 を 引き 裂 く 」 


精神 病理 学 的 な 自己 卑下 、 罪 悪 感 の 複合 体 を 悪化 させ 、 暴 力 的 過激 派 、 拒 絶 さ れ 避け られ る べき も の と し て の 自己 
イメ ー ジ を 形成 し 、 そ れ に よっ て 自尊 心 の 感覚 を 否定 する か 、 あ る い は それ を 心から 受け 入れ て 悪魔 の よう な 
パニ ッ ク の 中 で 「 地 獄 へ の 高速 道路 」 を 走る こと 。 70 年 代 後半 か ら 80 年 代 。 


白色 テロ リズ ム の 心理 学 は 、 テ キサ ス 大 学 キ ャ ン パ ス の 狙撃 兵 や 、JFK 暗 殺 者 を 「 白 人 至上 主義 者 」 ま た は 「 右 

翼 過 激 派 」 と し て 描写 し よう と する 試み な ど 、 お そら く 60 年 代 に は すでに 導入 され 始め た が 、 そ れ 自 体 が 「 右 翼 」 と し て 
時 代 錯 誤 で ある 。 ' は コン セン サス を 表す た め 、 極 端 に な る こと は あり 得 ず 、 必 然 的 に 極端 で は な く 平 凡 に な り ま 

す 。 80 年 代 初頭 ユダ ヤ 人 メデ ィ ア に お ける 白人 男性 の 精神 病理 学 化 が 最高 潮 に 達し て いた 時 期 に 、 白 人 を テ 
ロリ スト 、 つ まり 国家 に 対す る 最大 の 脅威 で ある か の よう に 描く こと を 目的 と し た 数 多く の 偽 旗 事件 が 発生 し た 。 )) シ 
ステ ム の 。 


お そら く こ れ は 、 民 兵 運動 に 対す る 先制 攻撃 と し て 導入 され た も の で あろ う 。 民 兵 運 動 は 人 民 の 意志 を 反映 

せ ず 、 国 民 の 意思 を 反映 せ ず 、 国 家 権力 に よる 明らか に 現状 が 徐々 に 侵食 され て いく こと に 明らか に 反応 し 始め て 
いた 。 後 者 の 場合 は 赤 信 号 

当時 の 現実 を 逆転 させ る こと で 修正 され な けれ ば な ら な か っ た 集合 意識 、 白 人 至上 主義 の 世界 を 築き 非 白 人 を 奴隷 
化し よう と し た 「 悪 人 」 の 白色 テロ リス ト に 対し て 国家 が 「 善 人 」 の ヒー ロー の 役割 果たし て いた こと な ど 。 サ ン 

・ イ シド ロカ リフ ォ ル ニア 銃撃 犯 と され る ジェ ー ム ズ ・ ヒ ュー バテ ィ の 事件 。 こ れ は お そら く 、 こ の 時 点 以降 、 特 に ア 

メリ カ 社 会 の 大 半 が 白人 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 が メキ シコ や 他 の 非 人 種 か ら の メス ティ ー ソ の 人 口 を 増やそ うと し て いた 
80 年 代 に 、 こ の 時 点 以降 に 展開 され る こと に な る 「 白 色 テ ロ 」 概 念 の 前 例 を 確立 し た の か も し れ な い 。 - 白 人 の 代 
替 人 口 と し て の 白人 ( 例 : キ ュー バ 人 な ど ) 。 


ユダ ヤ 人 が 白人 を 中 傷 す る こと を 要求 し た の は 、 非 白人 が 非難 の 対象 を 持ち 、 自 分 た ち が 自 分 た ち が 作 

っ た 社会 で は な く 、 自 分 た ち が 本 来 持 っ て いる 社会 で は な く 、 有 機 的 で 必要 な 要素 で は な い 社 会 の 一 部 で ある と 

感じ ば せる た めで ある 。 彼 ら は 、 つ まり 、 純 粋 に 利己 的 な 方 法 で 白人 か ら 領土 と 資源 を 奪う 侵略 者 で あり 泥棒 で し 

た 。 こ の 白人 中 傷 の 心理 作戦 は 、 非 白人 に 対し て 、 彼 ら の 通行 を 可能 に する こと に 間違い な く 大 きく 関与 し た 教会 と の 関 
係 に 基づい て 、 自 分 た ち が 優 れ た 定 命 の 者 で ある と 信じ 込ま せる の に も 役立っ た 。 


ヒュ ー バ ティ 事件 は 、 あ ら ゆ る ユダ ヤ 人 の 心理 学 と 同様 、 表 向き は 実在 の 人 物 で ある ジェ ー ム ズ ・ ヒ ュー バテ 
ィ の 姿 を 描い て いる 。 「 過 激 な 右翼 的 見 解 」 を 持ち 、 幼 少 期 の トラ ウマ 的 な 経験 と 職業 上 の 職業 に 基づく 「 心 理 的 
問題 」 を 抱え て いた 個人 
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防腐 処理 業者 。 物 語 に よれ ば 、 彼 の 「 爆 発 」 は 、 経 済 的 に 厳し い 状況 に 陥っ た た め 、 非 白人 の メス ティ ー ソ を 責め た い 、 
ある い は 少な く と も 彼 が 住ん で いた 国境 の 町 で 彼ら に 対す る 錦 積 し た 攻撃 性 を 晴らし た いと いう こと で あり 、 こ うし て 
非 白 人 メス ティ ー ソ を 非難 し た の で ある 。 テ レビ の 大 衆 の 心 : 1) 彼 の 攻撃 的 な 非合理 性 。 2) 非 白人 に 対す る 憎 

悪 。 3) 安全 と セキ ュ リ ティ に 対す る 彼 の 危険 。 4) 社会 経済 的 地位 へ の 執着 と 、 自 分 の 人 生 を 投げ 出す 意 

欲 を 維持 で きず 、 そ の 攻撃 性 を 彼 の 荒 々 し い 想像 の 「 他 者 」 に 向け て いる 。 そ れ が この イベ ント の メッ セー ジ で す 


トラ ウマ に 基づい た メデ ィ ア の マイ ンド コン トロ ー ル を 通じ て 放送 され 、 現 実 の 劇場 と ハリ ウッ ド の 劇場 が 融合 され ま 
す 。 


まさ に この 時 期 に 、 明 ら か に 著名 な 「 ナ チ ス 」 で ある ジェ ー ム ズ ・ メ イソ ン (フリ ー メ イン ソン ? ) が 、 大 衆 の 心 

の 中 で テロ リズ ム 、 白 人 、 そ し て 「 右 翼 過 激 主義 」 を 連想 させ る 「 シ ー ジ 」 と いう 雑誌 を 創刊 し た 。 こ の 定期 刊行 物 に 

は 、 こ の 時 期 に 起こ っ た と され る 同様 の 性 質 の さら に 別 の 出来 事 が 含ま れ て いま し た 。 ヒ ュー バテ ィ は 、 開 発 ま た は 呼び 
起こ し た 防腐 処理 業者 と し て 描か れ て いま し た 。 

彼 の 精神 の 暗い 窪み か ら は 、 フ ェ テ ィ シ ズム 的 な 病 的 傾向 、 表 向き は 死体 を 扱う 仕事 か ら 人 性 的 興奮 を 調査 し 引き 

出す 傾向 に あっ た 死体 性 愛 が あっ た 。 こ の こと は 、 い わ ゆ る 「 右 翼 過 激 派 」 の 価値 観 と 精神 病理 学 、 逸 脱し た 心理 、 暴 力 
と の 間 の 誤っ た 結び つき を 国民 の 心 の 中 に 生み 出し まし た 。 こ の 怪物 的 な 性 格 タ イプ は シス テム に と っ て 脅威 で あ 

り 、 必 然 的 に シス テム に 反抗 し 、 そ の シス テム に 向かう 傾向 が あっ た た めで す 。 破 壊 。 


し た が っ て 、 こ の 種 の 作ら れ た 事件 は 単に で っ ちあ げ ら れ 、 白 人 人 口 統計 を 心理 的 に も 状況 的 に も 弱体 化 さ 

せる 目的 を 果たし て いる こと が わか り ま す 。 白 人 に 自ら の アイ デン ティ ティ に 反抗 させ 、 暴 力 と 結び つけ 、 ま た それ と 
交わ る よう に する 

白人 で 、 精 神 病理 、 テ ロリ ズム 、((( 法 と 秩序 ))) へ の 危険 性 を 伴う 白人 寄り の 価値 観 を 信奉 し 、 い わ ゆ る 立派 な 階級 
の 役割 を 果たし て いた 白人 を 白人 寄り の 価値 観 か ら 遠 ざけ 、 教 会 や 反 白 人 平等 主義 陣営 に 貢献 し 、 


白人 の 力 を 和 剥奪 し 、 同 時 に 「 平 等 」 を 装っ て 自ら に 力 を 与え る と いう ユダ ヤ 人 の アジ ェ ン ダ ( 例 : 非 白人 を 邪悪 な 白人 ナ 
チ ス に よっ て 傷つけ られ た 「 善 良 な キリ スト 教徒 」 と し て 描き 、 そ の 結果 後者 を 前 者 に 置き 換え 、 彼 ら 自 身 が 大 部 分 を 
占め る こと ) 徐 々 に そし て ステ ルス に よっ て 力 を 強化 し ます ) 。 


同性 愛 者 の 「 ネ オナ チ 」 連 続 殺 人 犯 と され る フラ ンク ・ ス ピサ ッ ク の 事件 が 発覚 し た 。 

今度 は 、 キ リス ト 教 徒 の 人 口 動態 に 迎合 し 、 性 的 抑制 や 神経 症 を 通じ て 彼ら を 親 白 人 の 大 義 か ら さ ら に 引き 離し 、 ヒ トラ 
ー と 国家 社会 主義 の 世界 観 を 皮 め 、 中 傷 す る よう 奨励 する 、 さ ら に 別 の 誤っ た 結び つき を 導入 する た めで ある 。 こ の 性 的 
神経 症 は 、 同 様 の 性 的 抑制 の 「 神 経 症 」 か ら ラ リー・ フ リン ト を 標的 に し た ハス ラー 誌 の 発行 人 ラリ ー。 フ リン ト の 銃撃 犯 
と され る 、 あ る い は 実際 の ナチ ス 党 上 只 ジ ョ セ フ 。 ポ ー ル ・ フ ラン クリ ン の 事件 で さら に クロ ー ズ アッ プ さ れ た 。 こ の よう 

に 、 ユ ダ ヤ 人 は 、 抑 制 (フラ ンク リン ) と 露出 (女装 同性 愛 者 の スピ サッ ク ) の 両方 に お いて 、 性 的 逸脱 の 角度 を 

強調 し 、 あ ら ゆ る 形 で それ を 国家 社会 主義 の 世界 観 と 関連 付け よう と し て いる こと が わか る 。 、 彼 ら が 「 ネ オナ チ の 白 
人 至上 主義 」 と し て 非難 し た も の 。 


さら に 、 黒 人 に 対し て 理不尽 な 憎しみ を 抱き 、 心 臓 を 切り 取っ て 負 害し た と し て 描か れ た 軍人 「 ミ ッ ド タウ ン 

の 切り 者 」 ジ ョ セ フ 。 ク リス ト フ ァ ー の 事件 や 、 フ レッ ド ・ コ ー ワ ン の 事件 な ど 、 現 実 の 舞台 に エピ ソー ド が 追加 され た 。 
彼 は 、 不 満 を 抱き 昇進 を 見 送ら れる こと で 、 ユ ダ ヤ 人 の 雇用 主 や 非 白人 の 同僚 に 対す る 攻撃 性 を 取り 除 こ う 

と し た 不満 を 抱え た ブル ー カ ラー と し て 描か れ て いた 。 し た が っ て 、 心 理 作戦 の 意味 は 推測 で きま す 。 白 人 男性 
労働 者 と 社会 の 根幹 を 暴力 と 結び つけ る こと 、 


彼 の 存在 に 内 在 する 「 根 本 的 な 精神 病理 学 」 の レベ ル で の 偏見 と 憎悪 、 そ し て 陰 課 団 が 白人 男性 自身 の 目 と 社会 全体 
の 目 で の 両方 で 彼 の 尊敬 と 価値 を 低下 させ る た め に 、 暗 時 の うち に 白人 男性 を 中 傷 し 軽 病 する こと 。 
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これ ら の 人 物 は すべ て 、 ジ ェ ー ム ズ ・ メ イソ ン に よっ て 、 体 制 と 闘う 英雄 的 な 白人 男性 と し て 描か れ 、 革 命 活動 主義 の 
必要 な 方 針 と し て 模 信 すべ き 模範 と し て 提示 され 、 ソ フト ター ゲッ ト を 攻撃 する こと で 体制 を 「 包 囲 」 す る 。 「Siege」 

で 定め られ た 手口 。 石 工 。 シ ー ジ で 疑似 キリ スト 教徒 で ある と 主張 し た この 人 物 は 、 「 普 遍 的 秩序 」 を 体現 し 実現 する と 

され る キリ スト 教 と 国家 社会 主義 と の 間 に 誤っ た 関連 性 を 描こ うと し て いた 。 こ の 「 普 遍 的 秩序 」 は 、 チ ャ ー ル ズ ・ マ ン ソ 
NN 還 半 0 ら 派生 し た と 彼 が 主張 し た 肝 詩 で あり 、 彼 は ナチ ス で あり 、 両 者 の 間 に 別 の 類似 点 を 描こ うと し て 
いた こ o 


国家 社会 主義 、 コ ー シ ャ 悪魔 主義 、 そ し て テロ 的 暴力 。 そ の 結果 、 自 然 法則 を 遵守 し て いた アド ルフ ヒトラー の 健全 な 世界 観 
が 、 そ れ と 必然 的 な 関係 を も た な か っ た も の と 絡み 合い 、 そ れ を 「 憎 悪 と 暴力 」 の 信条 と し て 描き 、 そ れ を 仮定 し た の で 

す 。 キ リス ト 教 に 反対 し 、 キ リス ト 教 大 衆 を 避け 、 避 け 、 非 難 す る よう 条件 付け する 。 ジ ェ イ ム ・ メ イソ ン は 、 お そら く 今日 に 
至る まで 、 陰 謀 団 の 偽 情報 工作 員 で あり 、 一 匹 狼 の テロ リズ ム と 指導 者 の いな い レ ジス タン ス と いう 形 で の 国家 社会 主義 
時 命 活動 の この 計画 の 尻拭い で ある 。 


指導 者 の いな い レ ジス タン ス と 一 匹 狼 の 活動 と いう 概念 は 、 白 人 の アイ デン ティ ティ 政治 を 暴力 と 「 他 者 」 に 対す 

る 不 合理 な 憎悪 と 結び つけ る と いう この 課題 を 達成 する た め に 、 こ の 時 点 で 陰謀 団 に よっ て 始め られ まし た 。 ク ラン ズ マ ン 
の ルイ ス ・ ビ ー ム は 、 リ ー ダ ー の いな い レ ジス タン ス の 概念 で この テー マ を さら に 増 貴 させ まし た 。 こ の 一 般 的 な アイ デ 

ア は 、 彼 が 発案 し た も の で は な く 、 単 に 彼 が 発案 し た も の で は な く 一匹狼 の テロ リス ト と 小 規模 細胞 が シス テム の ター ゲッ 
ト を 排除 し 、 シ ステ ム を 崩壊 させ る 手段 と し て 混乱 を 助長 する と いう も の で し た 。 お そら く ナ ショ ナル ・ ア ライ アン ス の 創始 
者 ウィ リア ム <L・ ピ アー ス の 小説 『 タ ー ナ ー。 ダ イア リー ズ 』 に 基づい て 付け られ た 名 前 で 、 一 匹 オ オカ ミ と 小さ な 細胞 の 構 

造 に 基づい て 活動 する 秘密 組織 に よる 体制 の 転覆 を 架空 の 形式 で 展開 する 。 。 


80 年 代 、 別 の MI5/6 工 作 員 と され る 元 カ トリ ッ ク 神 父 デ ビッ ド ・ マ イア ッ ト 容 疑 者 は 、「9 ア ング ル 教 団 」 と 呼ば れる 
同様 の ネオ ナチ 悪魔 崇拝 哲学 を 信奉 する 組織 を 結成 し た 。 革 命 の 戦略 と 戦術 へ の ガイ ド 」 は 、 体 制 を 「 邪 悪 に 卑劣 な 」 方 法 
で 影 か ら 倒 す た め の 草 命 的 実践 の 必要 な 形態 と し て 、 反 白人 体制 の 工作 員 の 海 汰 を 明確 に 要求 し 、 新 時 代 の 到来 を 告 
げ て いる < 水瓶 座 の 時 代 。 こ れ ら の 行為 は 、 教 団 の 等 級 制度 を 通じ て 前 進 の 手段 と し て 実行 され る こと に な っ て お り 、 ア ー リ 
ア 解 放 軍 の 名 の 下 に 、 工 作 員 は この 見 せ か け の 軍隊 へ の 所 属 を メデ ィ ア に 公然 と 宣言 ある い は 通知 する こと に な っ て いた 。 


模 信行 為 を 生み 出す こと を 期待 し て いま す 。 マ イア ッ ト ま た は 彼 の ハン ドラ ー た ち が 、 ジ ェ ー ム ズ ・ メ イソ ン と その 時 代 に 「 ネ 
オナ チ 悪 魔 款 拝 」 の 概念 を 導入 し 、 文 化 に お ける 「 悪 魔 の よう な パニ ッ ク 」 が この オカ ルト 的 実践 (現実 また は 現実 
の 、 ま た は 想像 ) そ し て 白人 男性 は 、 彼 ら の 行動 が 公衆 の 心 の 中 で 精神 病理 学 と 関連 付け られ て いる ほど で し た 。 


この 当時 、 悪 役 を ネオ ナチ の 精神 異常 者 と し て 描い た 映画 が 公開 され 、 そ の 中 の ひと つ 、 ユ ダ ヤ 人 の ゴラン と グロ 

ー バ ス が 製作 し 、 ユ ダ ヤ 人 の シル ベス ター・ ス タロ ー ン が 主演 し た 映画 『 コ ブラ 』 で は 、 悪 役 は ネオ ナチ 悪魔 崇拝 

者 テロ リス ト の グル ー プ で あっ た 。 彼 ら は 、 体 制 の 内 外 で 「 新 世界 の 英雄 」 と し て 主流 社会 に 対し て ラン ダム な 攻撃 を 行い 、 
な ら ず 者 の 警察 工作 員 で ある ユダ ヤ 人 スタ ロー ン の 超 法規 的 武力 に よっ て の み 鎮 圧する こと が で きた 。 


これ は 、 具 術 師 / キ リス ト 教 の 意味 で の 「 道 徳 的 権利 の 概念 の 境界 を 拡張 する こと を 目的 と し て いま し た 。 

ユダ ヤ 人 が 警察 国家 を 建設 し 、 警 察 国家 に よる 弾圧 に よっ て 彼ら が 意図 する シオ ン の 世界 秩序 に 脅威 を も た ら す 白 

人 を 標的 に する こと を 可能 に する 民主 主義 制度 に お いて 正当 化 さ れ 得 る 、 よ り 厳 格 な 法律 を 国民 が 承認 する と いう 民衆 
の 意識 。 


この テー マ を さら に エス カレ ー ト させ た 、 隠 れ ユ ダ ヤ 人 と 思わ れる トム ・ メ ッ ツ ガー が 登場 し 、「 一 匹 狼 」 
テロ リス ト / 自 由 戦 士 の 概念 を 紹介 し た 。 こ の 特定 の 名 前 は 、 マ イア ッ ト と メイ ソン が 以前 に 虚偽 と 並行 し て 大 衆 の 意識 に 
も た らし た も の を 特徴 付け る も の で す 。 
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イベ ント 。 80 年 代 が 終わ り に 近づく に つれ 、 メ ネン デス 兄弟 の よう な 偽 の 出来 事 に よっ て 悪魔 の よう な パニ ッ ク が 
激化 し た 。 リ チャ ー ド ・ ラ ミレ ス : テ ッ ド ・ バ ン デ ィ と ジェ フリ ー・ ダ ー マ ー は 、13 日 の 金曜 日 の 悪名 を ジェ イソ 

ン の ナイ フ の よう に 世間 の 意識 に 突き 刺し た 。 ダ ー マ ー 事 件 は 、 白 人 男性 の 心理 や 行動 と 暴力 的 非合理 主義 と 

の 誤っ た 結び つき を 永続 させ よう と し た 。 

ダー マー 役 が 悪魔 の 儀式 で 扶 問 し 処刑 し た 非 白 人 「 犠 牲 者 」 と され る 人 々 に 人 工 の 頭 を 使用 し た 。 近 年 、 ダ ー 

マー は ユダ ヤ 人 で あり 、 事 件 は 提 造 で ある こと が 暴露 され る よう に な っ た が 、 陰 謀 団 の 目的 は 達成 され た 。 検 閲 と 警 
察 国 家 の 構 築 の 正当 化 、 そ し て ジェ ー ム ズ ・ ヒ ュー バテ ィ や ジョ セ フ 。 ク リス ト フ ァ ー の 場合 の よう に 非 白人 を 白人 侵略 
の 犠牲 者 と し て 描く こと で ある 。 


これ ら の 出来 事 の ほとん ど は 、 間 違い な く カ バラ の 数 秘術 と 占星 術 の 要素 を 持っ て お り 、 そ れ ら は 「 ゴ イ 

ム 」 に 自分 た ち に 何 を され て いる か を 明らか に し 、 出 来 事 の 不 自然 な 性 質 を 実証 する 方 法 の 啓示 と し て 機能 し ます 。 
ルイ ス ・ ビ ー ム に よる 人 種 的 裏切り 者 の 分 類 は 、 

彼 の 「 ク ラン ズ マ ン か ら の 手紙 」 で は 、 グ ルー プ を 特定 し 、 そ の 暗殺 に ポイ ント を 割り 当て 、 さ ら に 大 衆 の 意識 に お ける 
白色 テロ の 概念 を 具体 化し て 正当 化し よう と し まし た 。 

80 年 代 初頭 の 「 オ ー ダ ー」( サ イレ ント ・ ブ ラ ザ ー フ ッ ド ) を 合法 的 な 組織 (作家 の 意見 で は 疑わ し 

い ) と し て 描写 する こと は 、 こ の 概念 を 大 衆 の 意識 に さら に 前 進 さ せよ うと し 、 ピ アー ス の 小説 「 タ ー ナ ー・ ダ イア リー ズ 」 
を 実証 する も の で あっ た 。 キ リス ト 教 の アイ デン ティ ティ 哲学 、 ク ラン と 親 白 人 運動 に お ける 関連 思想 の 集合 体 、 白 
色 テ ロリ ズム の フィ クシ ョ ン 、 そ し て 白人 アイ デン ティ ティ 政治 の 価値 体系 に よっ て 結び 付け られ た 教団 は 、 そ れ 

に よっ て 人 々 を 疎外 し て いる 。 大 衆 の 言説 の 中 で それ ら を タブ ー に し 、 よ り 現 実 の 劇場 と し て 扱い 、 地 上 の 考え に 地下 
の 次 元 を 生み 出し 、 そ れ に よっ て 悪魔 宗 拝 、 闇 の 勢力 の 存在 因果 関 係 と 非 因果 関係 の 開放 と の 関係 を 大 衆 の 意識 

の 中 で さら に 強化 する 、 新 し い 時 代 の 到来 と 白人 その も の の 存在 、 そ し て ザ ・ オ ー ダ ー の メン バー で ある デヴィ ッ ド * レ 
ー ン が 14 の 言葉 で 体現 し て いる よう に その 継続 を 主張 する 人 々 の 存在 に つい て 。 こ の 現実 の 劇場 が 本 物 だ 

っ た の か 、 単 な る 劇場 だ っ た の か に か か わら ず 、 そ れ は 陰謀 団 の 目的 を 達成 する た め に 機能 し 、 お そら く 矛 盾 し て いる か 
も し れ な い が 、 キ リス ト 教 の 魔術 師 の 精神 か ら よ り ニ ー チ エ ェ 的 な 水瓶 座 の 時 代 に 向け て 広範 な 大 衆 の 意識 を 移行 
させ る と いう 目的 を 達成 する た め に 機能 し た 。 国 家 社会 主義 と 両立 する 。 


この 記事 の 執筆 時 点 (2020 年 ) で は 、 陰 謀 団 、 そ し て お そら く 現 実 自体 が 加速 段階 に 入っ て お り 、 白 人 の 

アイ デン ティ ティ が 逸脱 者 犯罪 者 、「 他 者 」 の 概念 と 密接 に 結び つい て いま す 。 テ ロリ スト 、 シ ステ ム へ の 益 威 、 

そし て ((( 安 全 性 と セキ ュ リ ティ )))。 カ ー ド が 配ら れ た ら 、 こ の 時 点 か ら 自 分 の 手札 を プレ イ す る だ け で す 。 白 人 は 上 単 

に 陰謀 団 の ゲー ム の 駒 と し て 設定 され 、 ユ ダ ヤ 人 た ちの 前 に 卑劣 に ひれ 伏 す 十 分 な 意欲 を 持た ず に 存在 し た と され る 
「 罪 」 の 犠牲 と し て 提供 され て いる の か 、 そ れ と も 他 の 勢力 が 白人 と 協力 し て いる の か 。 ユ ダ ヤ 人 制度 の 圧 制 を 克服 す 

る こと は 確か に 問題 で ある 。 


し か し 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 現 在 、 こ の 計画 を 加速 させ 、 ハ リウ ッ ド 映画 『 ロ ー ズ マリ ー』 の 現実 世界 の 類似 

点 で ある シャ ロン ・ テ ー ト 殺害 を 演じ る こと で CIA 工 作 員 チ ャ ー ル ズ ・ マ ン ソ ン が 意図 し て いた よう に 、 人 種 戦 争 を 
引き 起こ そう と 必死 に 試み て いる と 結論 付け る こと も で きる 。 ベ イ ビ ー」 は 、 白 人 が 黒人 に よっ て 殺さ れる 人 種 戦 争 を 
引き 起こ す た め に 、 ア ント ン ・ ラ ヴィ ー に よっ て 監督 され 、 バ チカ ン に よっ て 資金 提供 され まし た 。 


ジェ ー ム ズ ・ メ イソ ン は 今日 キリ スト 教 の アイ デン ティ ティ を も は や 何 の 留 保 も や な く 支 持 し て お り 、 ア ト 

ム を 後援 し 創造 し た ヘル ター スケ ルター を も た ら す マン ソン の 意図 を 逆転 させ よう と する 試み を 通じ て 、「 普 

遍 的 秩序 」 の 前 触れ と し て の マン ソン を 今 で も 断固 と し て 支持 し て いる 。 武 装 兵 は 、 現 実 の 劇場 の さら な る エピ 
ソー ド を 作成 する 一 匹 狼 の 国内 テロ リス ト / 自 由 戦 士 の 小 細 胞 集団 の さら に も う 一 つの 化身 で す 。 こ れ は 、 ブ ラン ド 
ン ・ タ ラン ト な どの 他 の 無数 の 人 物 と 連携 し て いま す 。 デ ィ ラ ン ッ ルー フ 。 ア ン デ シュ ブレ イヴ ィ ク な ど は すべ て 、 一 
連 の アイ デア と 関連 付け られ る よう に な り ま す 


Machine Translated by Google 


白人 お よび ユダ ヤ 人 が 嫌い 、 あ る い は 自分 た ちの 権力 へ の 一 威 と みな し て いる も の ( 例 : 環 境 保護 主義 人 種 分 離 主義 、 
イス ラ エ ル 国 家 へ の 批判 や ボイコット な ど ) に 関連 し て お り 、 集 団 意識 の 中 で テロ リズ ム 、 外 国人 、 テ ロリ スト と 結び つく こと 
を 望ん で いる 。 国 内 。 


白人 お よび 白人 一 般 が スケ ー プ ゴー ト と し て 現実 の 舞台 で の 虐殺 に 導 か れ て いる 一 方 ユダ ヤ 人 は 警察 国家 の 背後 に 隠 

れ て 、 イ スラ エル 国家 の パレ スチ ナ 人 の 場合 の よう に 、 そ れ を 可能 に する 状況 を 作り 出し て いる 。 存 在 す る こと は 不可 能 で あり 、 国 連 
に よっ て 大 量 虐 殺 行 為 と し て 認定 され る 

意味 。 白 人 は 現実 の 舞台 で 役割 た 果たさ ざる を 得 な いた め 、 非 白人 外国 人 に よる 領土 侵略 と いう 点 で 法 的 に も 物理 的 に も 追い 詰 

め ら れ て いる 。 

最後 の 行為 が 悲劇 と な る か 勝利 と な る か は 、 彼 ら 次 第 だ 。 
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